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満洲國親薦縫承法の立法方針と要綱
千　種 達　　夫
第一章　立法方針と要綱作成の経過
　満洲國では、嚢に康徳4年（昭和12年）12月1日治外法灌が
撤壌せられ、その以前に重要法典は制定公布せられたが、親族
相績法は民族特有な性質を多分に持ち、慣習をよく調査研究し
た上でなければ立法し難く、且日常生活と密接な關係のある重
要にして困難な法律であるため、後日に残されて今日に至つた。
現在でば満洲建國當時施行せられてゐた民國の民法親属織承編
を暫行的に援用してゐるが（註）、　この民國の民法親属縫承編は
民國19年公布、民國20年施行せられぬ竜のであつて、當時國民
黙の指導原理たる三民主義肚會を實現するに際し、人民の耳目
を新にし、黛の綱領を實現する便利に供するプ～め、早急に頒布
する必要あむとし、當時一部の女椹獲張論者等の聲に動かされ
て、大いに革新的原理に基き立案せられプ～のであつか。古來支
那満洲は男系中心の輩固な家族主義をとつてゐるに拘らず、家
族主義を棄て㌧個人主義によう男女不等の原則を貫き、東洋道
義を棄て＼、欧米の風に倣つた。家についての規定はあるが、
2 満洲國親屡縄承法の立法方針と要綱
名のみである。ために法律は實生活と全く遊離して一般に行は
れず、國民は法に封して甚だしく不満に思つてゐる。然も濁立
國ブ～る満洲國が、満洲國民に適用する法律を何時までも外國法
に依ることは許されず、殊に親族相績法の如く、國民の實生活
に深い關係のあり、國民の倫理道徳とも密接な關係のある法律
を、か＼る主義理想の下に立案された外國の親族相績法を永く
援用することは策として取らないところである。故に満洲國と
しても早急に立法する必要あめ、筆者は朱廣文滲事官と共に起
草．委員を命ぜられ、禽林鳳麟事務官などの協力の下に康徳5年
（昭和13年）末以來專らこれが立法に當つてゐるのである。
　　駐大同元年（昭和7年）3月9日致令第3號「暫ク從前ノ法令ヲ援用スル
　　　ノ件」の第1條「從前施行セル法令ハ建國ノ主旨國情及法令二抵鰯セザ
　　　ノレ條；項二限リー律二之ヲ援用ス」との規定に基き現在民國の一親麗縫承編
　　　を採用してゐるのであるo
　親族相績法の立案に當つて、慣習を奪重する必要あることは
言ふまでもない。故にその前提として先づ慣習を調査すること
にしブ～。ところが満洲國は多種の民族によつて國を爲し、日。
鮮・満・漢・蒙の所謂五族の外に同教徒。白系・シア人など種々の
民族があるので、民族別に慣習を調査してその異同を明にする
必要があ鉱加メ、るに地域も廣く交通不便な地もあ弧その調
査は實に容易ではなかつた。只でさへかかる調査は閑事業覗さ
れ勝であるのに．日支事礎の影響と受けて、更に人的にも財政
的にも恋まれず、彼の毫濁の慣行調査などに比し、極めて少数
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の人員と少額の豫算を以て、それよウも一暦困難な満洲各民族
の慣行調査に當らざるを得なかつた。加ぷるに立法を急ぐため
調査を早急に完了しなければならず、そこに一同の非常な苦し
みと憐みがあ銚又これがため各方面の少なからざる協力を煩
はさざるを得なかつブ～のである。
　調査に當つて最も必要なのは調査項目の作成であるが、一慮
の調査項目に基き實地調査をしては更に調査項目を改め、これ
を繰返し、調査項目を改めること8同に及んだ。朱滲事官の作
成せられプ～原案を本とし、立法上問題となるべき黙を考慮に入
れて満系の委員幹事6名と慣習調査に當う慣習を熟知せる少藪
の日系委員幹事の間で會議を開くこと連績2ケ月、康徳7年（昭
和15年）11月初第8次の244頁に亙る調査項目を完成しこれに
基き實地調査及び調査の委囑をしたのであつた。
　調査の方法は司法部より直接現地に行つて爲した調査と、調
査を委囑しぬものとの二つがある。司法部の現地調査は蒙古地
方13ケ所、満漢人については12ケ所、その他朝鮮人・同致徒・臼
系・シア人等につき、各地方2週問前後に亙つて、ぞの地方の
古老識者の滲集を得て、慣習を調査すると共に、立法上の意見
を徴しブ～のであつた。一方地方法院特に重要と認めた旺法院合
計33ケ所に依頼して、その法院の審判官にその地方の古老識者
を集めて慣習を調査して貰ひ、各法院の満系審到官70名を選ん
で、各自の出身地叉は熟知してゐる地方の慣習の同答を求め、
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全國の市、縣、旗の協和會事務所に、その地方の慣習調査を委
囑し、79ヶ所よウ報告を得、新京法政大學を始めとして、各大
學、專門學校、蒙系の學校等に委囑して、學生に休暇を利用し
て慣習の調査と談書類の蒐集をして貰ひ、全國裁到所よわ訴訟
に表されプ～謹書類をも集め喪。かくして各方面よめ集め潅謹書
のi藪だけでも2000枚に近い。調査の結果は一部整理濟である
が、更にこれを整理しプ～上で、印刷に附することになつてゐ
る。この度の調査に當つては、調査を櫓當した人々は勿論のこ
と、調査を委囑した人々は非常に熱心に調査に當う、同答者た
る地方の古老識者も、問接立法に滲劃する氣持を以て、10日前
後に亙る長い期問、忙しい中を終日慣習につき慮答し、且立法
上の意見を述べたのであつた。他方浦系婦入の座談會を藪次開
いて婦人側の意見を徴し、或は司法官實務家會同の際の諮間事
項として審判官の立法上の意見を聞くなど、各方面よウ立法上
の意見を徴して、立法の滲考とした。立法に際し慣習を奪重し
ようと思へば慣習を調査する必要あることは言ふまでもない
が、慣習を改めようと思へば、一履慣習を調査してその繧つて
來るところを温ね、その利弊を究めなければならない。慣習調
査や立法上の意見聡取の目的も亦こ㌧に在つた。同時に問接に
は、満洲國の親族相績法がひとウ立法者の檀恣に出たものでな
い、多数満系の人々が自らの協力によつて作り、自ら立法に滲
劃したとの心持を持つことは、法律に封し國民の關心と親しみ
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を持たせ、法律が出來て後之を宣傳するよわも一暦有敷適切に
法律を知らしめる途であるのみならず、特に満洲の如く議會が
なく、民意を反映せしめるのが困難であるところで、民心に最
も刺戟を典へ易い親族相績法の立法に當つて、か㌧る方法をと
ることが、民意を反映せしめ、民心を安定せしめる上に最も策
を得喪ものであると考へ喪からである。之がため立法に着手し
て3年孚その2年牛を慣習調査にカを傾倒したのであつた。街
調査項目の作成に當つては、満鐵調査部天貝、清水氏を始めと
して、多藪調査部の方々よう有盆なる助言を得、或は實地調査
に當つては、同調査部松山。戸矢氏などが藪ケ所の調査に立會
ひ結果を整理し下さる等多大な支援を與へられたのであつた。
　他方立法の審議をするため、康徳6年（昭和14年）民事法典審
議委員會が設けられ、その第一部で親族相績法を審議すること
にな弧最高法院長を委員長として、朝野の有識者を網羅し、
満。漢・蒙系の委員を多数これに當てた。康徳6年6月初4同小
委員會を開いて立案の大綱を議し、同年6月23日大委員を開き
立法上の重要間題と慣習調査の方針を諮う、これに基いて立法
方針を決定して立案の準備にかかつたのである。康徳8年（昭
和16年）1月起草委員において大綱を造り、滴系の委員幹事8
名に、慣習調査に墾加して慣習を熟知してゐる少歎の日系委員
幹事：を加へて起草委員會を開き康徳8年4月27日から7月26日
逡、54同に亙う審議を重ねて要綱案を作成した。實は最初大綱
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を審議する積うで始めたが、大綱の審議につき最も愼重を期し、
微に入め細を穿つ差爲め、自ら要綱案が出來てしまひ、牛ば
よう要綱案の作成のための審議に灘つたやうな次第であつた。
その後開かれた小委員會でも極少部分を獲更された外、殆んど
益部この要綱案が採用されたから、要綱の骨子はこの委員會で
作成せられブ～ことになる。從來の立法は日系が當ち、満系の關
與することが少なかつたが、親族相績法の立案は、慣習を知
らない日本人の頭のみを基にして考へることは絶封に出來ない
ため、多藪の満系と慣習を熟知せる日系のみで立案の骨組を造
る方策を樹てブ～。満系の委員幹事はこの立法こそは自分の仕事
であるといふ氣持ちを持つて、非常に熱心に連日審議協力せら
れれのであつた。從來の立法の中で、これ程愼重を期した立法
はないであらうが、同時に從來の立法でこれ程満系の人々が力
を注いだ立法はない。かうして要綱案が作成せられてから、康
徳8年7月29日よう同年10月3日まで26同に亙う、小委員會を
開き要綱案につき更に槍討を加ヘブ～。井野最高法院長を始めと
して司法部内部外の有識者を集めた26名の小委員は、酷熱の際
も定刻には必ず揃つて出席され、和氣霜々の裡に熱心に審議せ
られた。その後同年10月満・漢。蒙古人につき慣習調査をする
と共に、右要綱案を實施して支障なきや否やを確めたところ、
支障なきのみならず、よき法であるとして歓迎せられたので、
我々は一層の自信を得喪のであつた。そこで、同年11月要綱案
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を携へて日本へ出張し、穂積。中川爾敏授に要綱案を説明し御
槍討を願つた。爾敏授共非常に御多忙のところを数日を割いて
熱心に槍討され、有盆な助言を賜はつプ～。これ等の結果及びそ
の後氣付いた黙などを綜合して本年1月初起草委員會及び小委
員會を各二同開いて要綱の最後案を作成し、2月9日委員會を
開いて要綱を決定するに至つた。以上のやうに本要綱を作成す
るまで満系委員幹事を含めた起草委員會を開くこと實に56同、
小委員を開くこと32同、大委員會を開くこと2同に及び、各委
員幹事の非常なる協力によつて本要綱が作成せられたのであつ
1た。
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第二章立法方針
立法方針は次の通bである。
一　日本人（内地、朝鮮、壷濁人）は日本の法令によらしめ満・
　漢・蒙・回教族等に付統一法典を制定すること、但慣習を異に
　するものに付ては、多少慣習によるべき鯨地を残すこと
　自系露人に付ては大部を慣習に委ねること
二　各民族の慣習はよく調査し、出來るだけ之を卑重し、束洋
　の醇風美俗を保存すると共に、法律と實生活とが遊離しない
　やう努めること、唯弊風と思はれる黙は改革して文化の促進
　を計ること
三　東亜の新秩序建設に適合するやう考慮すること
四　道義人倫に基き権利本位に堕せず、道徳的色彩を多く取入
　れること
五　なるべく大綱を規定するに止め、ゆとりあるものとするこ
　と
六軍行法とすること
七　法律の丈章用語は疸俗卒易を旨とし、文膿は日文は口語膿
　によ弧満文も亦通俗な文膿によること
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第一　適用民族の範園と統一法典
　日本内地人。朝鮮人・毫濁人については、それぞれ日本の法令
によらしめ、浦・漢。蒙・同致等につき統一法典を制定するこ
とにし、唯慣習を異にするものについては、多少慣習によるべ
き鹸地を残すことにし、臼系露人については大部を慣習に委ね
ることにしブ～6
　（め日本人　満洲國は複合民族の國家であつて、日本内地人・
朝鮮人・満洲人・漢人。蒙古人の所謂五族の外に、同致徒・白
系・シア人など種々の民族によつて國を爲してゐる。この度制
定の親族相績法をどの範園の民族に適用するかが先づ問題であ
つて、殊に在満日本人即ち在満日本内地人・朝鮮人・墓濁人に
適用するかどうかが重要な問題であつた。この黒古については日
本司法部の意見も徴し、且満洲國司法部及び委員會においても
愼重に研究を重ねた結果、在満日本入は適用を除外することに
したのである鳥日本人については、昭和12年（康徳4年）11月5
日の「満洲國二於ケノン治外法灌ノ撤贋及南満洲鐵道附属地行政
構ノ移譲二關スノレ日本國満洲國問條約及附属協定（甲）二關スル
日満爾國全椎委員間了解事項」の第1條第1號で、「日本國臣民
ノ身分二關スノγ事項二付テノ・浦洲國裁剣所ハ日本國法令二準族
メベキモノトス」と定められてる。こ＼に目本國臣民と言ふの
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は、日本内地人。朝鮮人・壷瀞人を含むのであつて、この了解事
項によつて、今日日本内地人・朝鮮人。i茎濁人の親族相績に關す
る事項については、満洲國の法院は日本國の法令に準援してゐ
る。帥ち内地人については内地の親族相績法、朝鮮人について
は朝鮮の民事令、墓濁人については墓灘の民事令、を適用して
ゐるのである。然し満洲國は獅立の國家であ弧在満日本人は
満洲國を構成する重要な民族である。これを満洲國の親族相績
法の適用よう除外して、外國法たる日本の法令に援らしめるこ
とは、満洲國の立揚としては面白くない。共通の法律は共通の
風俗と習慣を造う、共通の道徳的確信をも造う、これによウ民
族は結ばれる。今日慣習は異つてゐても、將來日満文化の接角蜀
交流によつて、互に威化を受け、習慣も類似するに至るであら
うし、かく導き、新しい満洲國の國民性を造ることによつて、
満洲國各民族の協和と、新しい満洲國の建設と育成が望めるの
である。これが日本人をも含めて統一的な法律を制定すべしと
の考へ方の根族であつブz。然し取引法のやうに、取引の安全の
ために法律を同一にせねばならのといふ必要は親族相績法には
なく、また壷濁人は満漢人などと慣習は鯨う異るところはない
が、日本内地人は後に要綱で説明するやうに満漢人などと慣習
を異にするところが多く、朝鮮人も同族の制度は満洲ようも堅
く残つて居鮎これを根本観念とする同族結婚の禁止、祭祀相
績（宗眺相績）、嗣子の制度などは満洲と同じものが行はれてみ
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るが、財産相績などについては寧ろ日本に似たところが多く、
その他についても満漢入などと異るところが少なくない。しか
もこの度の立法ぽ次に説明する通ゆ、各民族の慣習ば出來るだ
け奪重し、各民族が淳風美俗なうと考へてゐるところは棄に改
革しない方針である。新しい國民性を造ることは理想かも知れ
ないが、まだその時期ではなく、民族の協和といふことも、各
民族が互の慣習を理解し合ひ、奪重し合ふことによつて達せら
れる。かやうに慣習奪重の立場をとる以上、慣習を異にする日
本内地人・朝鮮入を満漢人などと同一法典を以て律することは
不可能である。と言つて日本内地人にはこう朝鮮人にはこう、
満。漢。蒙古人にはこうと別々・に法律を造ることも、却つて民族
意識を強からしめて面臼くなく、立法技術の上からも種々の困
難を件ふ。また在満日本人が満洲の親族相績法の適用によつて
生じた敷力は、日本における身分上財産上如何なる敷力を生ず
るかが間題となるし、當時日本内地人。朝鮮人・壁灘人が満洲國
の國籍を有してゐたか否かは、たとへ國籍法が出來ても事實上
紛はしい揚合が少なくないに拘らず、これによつて適用を受け
る法律が異つては、事々に紛糾を來す原因にもなる。日本の立
揚として日本入が満洲へ行くのは朝鮮・墓轡などへ行くのと同
じやうな氣持で行つてゐるに拘らず、異つた身分法の適用を受
けては不安を域ぜしめる。新しく満洲國の國籍法が制定され在
満日本人が満洲國の國籍を取得することになつても、日本人は
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日本の國籍を喪失させることは出來ず、二重國籍を有すること
になるであらう。日本人が日本の國籍を喪矢しない限弧在満
日本人の身分に關する事項については、條約により依然日本の
法令に準族すべきものである。労日満・一膿の待殊事情よりし
て、満洲が狗立國であるとし理論を推し通す必要はない。こう
いふ理由によつて、在満日本人は從來通う日本の親族相績法・
朝鮮・塁灘の民事令に篠らしめることにしプ～。
　（2）白系ロシア人在満白系・シア人（ソ聯の國籍を離脱し
た・シア人）は現在では満・漢・蒙古人と岡様、民國の親族相績
法が適用されてゐる。在満自系・シア人を満洲國人と見るかど
うかは今日でも必ずしも明確ではない。今満洲國でも國籍法の
立案中であるが、これによれば當然満洲國人とはせず、簡易な
館化の手績によつて満洲國の國籍を取得するやうにしたいとの
意見が有力である。假に満洲國人なりとせば當然満洲國の親族
相績法が適用されるし、假に満洲國人でないとせば無國籍人で
あるから、之亦満洲國の親族相績法が適用されることになり、
何れにしても満洲國の親族相績法の適用を冤れない。ところが
現行の民國の親族相績法のやうに、慣習を無硯して、欧米の個
人主義に基いて出來た法律ならば、臼系・シア人に適用してさ
したる支障もないが、この度我々が考へてゐるやへに満・漢・蒙
古人などの慣習を曾重して立法することになれば、到底白系・
シア人に適用することは出來ないb自系・シア人には別箇に考
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慮するよう外に途がない。尤も在満臼系・シア人は歎において
は少く、6萬位しかないが、然し少歎であるからとの理由で放
置することは許されない。取引法のやうに取引することによう
始めて適用を受ける法律と異う、生れながらにして総ての人が
適用を受ける法律であるから實生活と密接な關係があウ、在満
臼系・シア人に如何なる政治を行ふかが、ソ聯における・シア
人に如何なる影響を典へ、ひいては將來の大束亜の建設に如何
なる結果を齎すかを考慮しない鐸にはいかないからである。
我々は彼等の慣習を奪重し、特に宗敏を奪重しなければならな
い。強いて満洲化し、或は日本化しようとする狭い考へを持た
ず、廣い心を以て彼等を抱擁するの襟度を示さねばならない。
そして大東亜建設の傘下に生棲することに喜びを威ぜしめるや
うな政策をとる必要がある。
　故に出來るならばその慣習に委ねることにしたい。ところが
同じく自系ηシア人と言つても各種の民族よ蚤成め、各種の宗
致を信仰し、その慣習も同一ではない。民族は大・シア人が多
敷を占めてゐるが、小ロシア人・ユダヤ人。ポーランド人。タ
ター一ノン人（鍵鞄入）㊥滑ノ・“ノント海人（リトフニヤ・ラトビヤ。エ
ストニヤ人）コーカサス人・アルメニア人・グリジヤ人・ドイ
ツ系など多数の民族から成め、慣習も多少異るところがあう、
宗致もギソシヤ正致が最も多藪を占めてゐるが、その他カトリ
ツク・ユダヤ⑤マホメツト◎プロテスタント④セクタントとい
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ふ風に多歎の宗派に分れ、結婚などの慣習は宗派によつて異っ
てゐる。故に慣習に委せることにせば、裁到に當わこれ等の異
れる慣習を調査しなければなら澱ことにな弧それは到底不可
能である。革命前の帝政時代の親族相績法に該當する部分の條
文も奈部謙謬したが、民族・宗教によウ法律を異にするところ
もあるので、條文の藪は千藪百條に上弧關係條文を合すると
實に莫大な條文となう、然も今日となつては奮くして實情に合
はない。欧洲大戦前20年の審議を経て議會に提出され大戦によ
う審議未了となつた草案があるが、これ亦前記のやうな事情か
ら千藪百條に上め複雑に堪へない。自系・シア人の辮護士・法
學者・自系事務局の人々と種々懇談した結果、これ等の人々の
希望としては、現在援用してゐる民國の親族相績法は一部を除
いて、最も實情に適し、且十藪年援用し來つてゐるのである
から、これに擦つて貰ひたい。唯・シア人にその観念のない家
とか親族會の規定は適用せず、満漢人の如く妻は夫の姓を冠す
のではなく改めることにし、夫婦財産制ば分別財産をと弧宗
敏婚の敷力を認めるやうにして貰ひたいとの意見であつ湘。故
に現在のところ、「臼系・シア人に封する取扱の件」と言ふやう
な別の規定を置いて、新しく満漢人などを目標として造つ虎親
族相績法中、自系・シア入に適用して差支へないものだけを適
用し、他は自系・シア人の慣習に篠ることにし、臼系・シア人
の慣習は何かと言へば、民國の親族相績法が十歎年行はれてゐ
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るから、これが自系・シア人の慣習であるとでも言ふことにし
て、已むを得ないものだけ簡軍に規定を設けることにしたらど
うかと考へてゐる。然しこれは今直ちに決定しなければならの
問題ではなく、他の民族を目標として親族相績法を立案し、徐
ろにその後の國際情勢を見た上で決定することにした。
　（3）その他の民族　以上日本人・白系・シア人を除いた他の
民族、即ち満。漢・蒙・同族につき統一法典を制定することに
しブ～。満人と漢人とは風俗に禽些少の差はあるが、今日では殆
んど異るところなく、親族相績法を以て律する範園では杢く同
一である。蒙古人については初め同一法典で律し得るかどうか
を案じ、詳細に慣習の調査をしたところ、今日でも冠婚葬祭と
かその他の風俗で異るところも少なくないが、親族相績法を以
て律すろ範園の慣習については殆んど差のないことを登見した
のである。宗眺の観念は本來ないが、之に封鷹する満漢人と同
様の嗣子の制度はあ弧妾の観念はないが、一夫多妻の制はあ
う、これ等も漢人と接鯛してゐるところでは大分漢人化されて
ゐる。家の観念、親族結婚禁止範園、嗣子、財産相績、相績分、
家産など、基本的なところは今日では殆んど同一であって、こ
れを瀬漢人と統一法典にすることは何等支障がないのである。
現に本要綱案作成後昨年10月海拉爾で蕪古人の慣行を調査し、
且立法上の意見を徴したところ、この要綱案を施行して何等支
障なきのみならず、寧ろ實情に合ふものとして徴迎を得たので
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ある。
　同教徒の薮は康徳7年10月1日現在、満洲に在るもの＼数
は約20萬で、満漢人にして同敏徒となつブ～者もあるが、多く
はもとアラビヤ、ノヂノレカン方面から移住して來た別箇の民族で
ある。支那では同教徒を一つの民族として、滴・漢・蒙・西藏
と共に五族の一つに藪へてゐる。慣習は元來西洋的な色彩が張
く、今日でも冠婚葬祭を始めとして、職業食物なども信仰と結
びついて、満漢人と異る風俗を残し、親族相績法に關する規定
も、経典その他註繹書に記載するところによれば、基本となる
重要な黙が殆んど杢部満漢人と異つてゐる。然るに親族相績法
を以て律する範園の慣習にして今日一般に行はれてゐるところ
は、満漢人と異らず・これについての倫理観念も同一である。
長い間の法律の力は恐しいものである。これが同時に後に述べ
る東亜法秩序建設の上に考慮しなければならないところであ
る。例へば親族結婚禁止範園についても、経典には満漢人に見
るやうな同族結婚の禁止、異輩分者の結婚禁止の制限（要綱結
婚禁止範園説明滲照）はないが、今日では満漢人と同様これが
慣行として行はれ、これについての倫理観念も満漢人と異ると
ころがない。また本來は宗眺相績の制度もなく、経典では「他
入の子を子とすることなし」とし、嗣子（日本の養嗣子）、養子
の制度はないが、今日では満漢人と同様嗣子養子の慣習があ
弧嗣子の資格制限も、満漢人と同様同宗者、輩分相當者たる
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ことを要し死亡者のれめに嗣子を立てる制度等も、総て満漢人
と同様の慣習が行はれ、その根抵には満漢人と同様宗桃相績の
観念が流れてゐる。或は女子の財産相績権は経典では常に一定
の割合で認めてゐるが、今日慣習では満漢人と同様女子には財
産の相績罐がない。かういぷ風に、今日では親族相績法を以て
律する範園の慣習は満漢人と同一であつて、これを統一法典を
以て律して支障のないといぷ結論に到達したのである。
　以上の理由で、日本内地人には日本の親族相績法、朝鮮入・
壷灘人には朝鮮・壷濁の民事令に族らしめ、自系・シア人には
別に考慮し、その他の民族につき統一法典を制定することにし
た。從つて後に述べる要綱は満・漢。蒙。同族等に適用する乙
とを目標として造つたのである。
第二　慣　習　の　奪　重
　各民族の慣習はよく調査し、出來るだけ之を奪重し東洋の淳
風美俗を保存すると共・に、法律と實生活とが遊離しないやうに
努め、唯弊風と思はれる黙は改革して文化の促進を計ることに
した。
　何れの立法に當つても、その地方の特殊性を顧慮し、その地
方の慣習傳統を奪重する必要あることは言ふまでもないが、親
族相績法のやうに、民族によつて慣習を異にし、且日常生活と
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密接な關係のある法律では、一暦その必要がある課である。法
は成るものにして造るべきものに非ずといふことが親族相績法
においては最も適切に言へるのである。（イ）若し償習を無覗し
て立法せんか法律は實生活と遊離して行はれない。民國の親族
相績法が施行せられて十絵年、これが世に行はれてゐないこと
によつても明瞭である。また此の如く實生活と離れ、國民の法
的確信と異る法律は肚會の不安を招き、裁鋼の結果が國民の信
ずるところと異るとき、國民が法律及び裁到に灘して抱く不信
は恐るべき結果を生ずる。（・）また一つの慣習もその背景を爲
す種々な肚會事情の上に立つてゐることを忘れてはならない。
故にこれを改革せばその背後の各種の祉會事情を改革せねばな
らぬこと＼なう、影響を及ぼすところが多い。從つてこれ等背
後の肚會事情をよく認識し、その改革が望まれる揚合でなけれ
1ば慣習と異る法律を造ることが出來ない。後に要綱で説明する
やうに、例へば女子の財産相績椹を認めないことも、その背後
に家族制度保持のための種々の肚會事情あ弧宗眺相績。嗣子
の制度も背後に男系中心主義の組先の祭祀不断といふ強い倫理
観念が存在する。故にこれ等の背後の肚會事情を認識せずして
紫に改革することは避けねばならない。（ノ・）また親族相績法は
國民の倫理。道徳。宗致とも密接な關係があ鉱他民族から見
れば弊風と考れられることも、その民族から見れば淳風美俗で
ある揚合が少なくない。例へば何代を経るも男系の血族は結婚
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出來ないといふ同宗結婚の禁止、何代を経るも輩分の異る異姓
の親族とも結婚の出來ないといふ異輩分者の結婚禁止の慣習の
如きは、日本人には首肯出來ない慣習であるが、支那・満洲は
かくの如き結婚は倫理遣徳に反するものとし．深く恥とし、こ
の観念は三千年來の傳統として國民の心裡に深く泌み込んでゐ
るところである。若しこれ等を急激に改めんか明治の始め欧洲
の制をとつて日本民法を制定せんとし、「民法出で㌧忠孝亡ぶ」
との猛烈なる反封が鵡つたと同じく、「民法出で㌧道徳亡ぶ」と
の威を懐かしめ．何等盆なくして、徒に民心を刺戟する結果と
なるのである。（二）而してその國民性を考へる必要がある。日
本は古來佛致思想を取入れ、支那法を受繊ぎ、欧米法を輸入し、
よく異國文化を撮取し、之を同化して來プ～が、支那人は古豪改
革を好まの民族で、今ロの家族制度も已に三千年前の周時代に
源を登した制度で、爾來先王の道を墨守することを以て道徳な
りと考へ、三千年來この法燈を守つて來てゐるのである。然も
古來法治を卑み、徳治を理想とし、爲政者は陰に法治を行ひつ
』も、陽に徳治を標榜して來た。故に濫に法を以て改めること
は、國民性に反し、民心を牧擁するゆえんではない。（ホ）將來
において蒲洲國の新しい國民性を造ることは我々も理想ではあ
るが、今日の情態ではまだ民心を離反せしめないやうにしつ』
多少の改革を加へることで精一杯である。今日の立法が立法者
の恣意に出たものとして、多歎國民の同情を失ひ反域を買ふに
20 満洲國親属綴承法の立法方針と要綱
至るならば満洲國の政治上好ましくない結果を生ずるのみなら
ず、北支・蒙彊、引いては大東亜の建設の上に好ましからの影
響を及ぼすのである。蓋し北支・蒙彊の漢人・蒙古人は、満洲の
漢人・蒙古人と血の繋りを持ち、満洲を如何に建設するかは、
これ等に直ちに響いて來るからである。かういぷ黙から満洲國
の親族相績法の立案に當つては慣習を尊重する立場をとる必要
があるのである。
　然し他面満洲國は各民族が協和して、新しい立派な國家を造
ることが建國の理想であるから、歓洲諸國が殖民地に封して爲
し來つた政策のやうに総てを慣習に放任して文化の促進を計ら
澱態度は我々のとらないところである。故に從來の弊風である
と思はれるところは徐々に改革し、また時勢の推移と共に新し
い方向へも進み得る途を拓き、文化の促進を計らねばならな
い。例へば童養娘（未婚婦を將來夫となるべき者の家で養ひ成
長して結婚する慣習）は當事者の協議に委せて直接にも問接に
も規定せず、妾は問接には保護して急激なる改革は避けるが、
直接には法文には規定せずして、漸次致育を以て改革して行く
やうにし、嗣子となるべき者の資格の制限を幾分緩和した鉱
婿養子の途を拓いて新しい方向へ進み得べき途を拓き、從來女
子は杢然財産の相績権のなかつたものを、新に家産の相績人は
女子に相當額の財産を給與することを要することにし、男子の
ないときは女子に家産の相績権を認め、特有財産については男
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女雫等の相績権を認め、新に女子に死亡しぬ父のために嗣子を
立てる権利を認める等、女子の地位の向上を計ることにし喪の
も、この理由による。
第三　東亜新秩序の建設
　東亜新秩序の建設に適合するやうに考慮すること忙した。
　今日大東亜共榮圏内に在る諸國は一膿となつて大束亜i新秩序
建設のために題進してゐる。而して東亜の諸民族は酉洋の個人
主義と異う、家を中心とする家族主義をとめ、共通な東洋道義
の上に立つてゐる。西洋の個人主義と東洋の家族主義とは杢く
根本を異にして居塾、私共は自系・シア人の慣習を調査して始
めて、東洋の家族主義が分つたやうな氣がしたのであつた。こ
れ程西洋と東洋とは道義を異にしてゐるのであるから、道義を
同じうする束洋は互に協調連絡して束洋道義に基く親族相績法
を造う、東亜新秩序建設の一翼を捲ぷ必要があると考へる。殊
に今日大東亜共榮圏内にある日本・朝鮮・壷瀞・満洲は何れも
親族相績法の改正又は立案に着手してその完成を急ぎつ＼あ
蚤、關東州も將來考へねばならぬ問題であめ、蒙彊においても
同様であらう。北支も董康氏は親族相績法の改正案を委員會に
提出されたが、立法は新しい中華民國政府において統括してゐ
る喪め、乙れが早急な賞現は望めないであらうから暫く別とし
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ても、せめて日・鮮・皇・満・關東州・蒙彊の間だけでも、協
調連絡して、束亜の新秩序の建設に適合するやう共通の目的に
向つて立法して行きたいものである。
　蓋し（イ）満洲のやうに關東州・北支・蒙彊と境を接し、然も
之等が同一の民族で、互に血の繋うを持ち、相互に往來の激し
いところに在つては、當時その者が何れの國に属してゐたか不
明確な揚合多く、然もこれによつて適用を受ける法律が異つた
のでは、事々に紛糾を來す恐れがある。（・）司法上の共助を行
はねばならぬ揚合も生ずるであらうし、離婚とか親族會の招集
などを他の國で行ふのが便利な揚合も生ずるであらうが、法律
の内容が鹸うに異う、且之を理解することが籐うに困難である
ならば、實際問題として、他の國で之を行ぶことが不可能にな
る。（ノ・）束亜共榮圏内に在る司法官辮護士なども、將來大いに
交流すべきであると考へるが、法律の内容が異つぬのでは、そ
の交流を困難ならしめ、（二）法律を學ぶ者にとつても負捨を重
からしめ、（ホ）共通の法律は長い間には共通の風俗と習慣を造
め、共通の道徳的確信に導くことは前にも述べたところであつ
て、これが各民族を結びつけ、束亜共榮圏内の結束を堅うする
上に力あることも否めない。故に無理の件はない限外同一に
なるものは同一に立法することを考へねばならない。
　然しこ㌧に同一に立法すると言つても、慣習を無覗してまで
もこれを同一にしようといふ趣旨でないことは勿論である。前
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に述べたやうに、あくまでも慣習を奪重しつ＼、同じく東洋這
義の上に立つて、無理の件は澱限外同一になるものは同一に
しようと言ふに過ぎないのである。まブ～慣習を奪重しながら
も、時代の鍵遷と共に多少改革を必要とする部分も生じて來る。
例へば、親族結婚の禁止範園をどの程度に制限するか、宗眺相
績について規定するかどうか、嗣子（養嗣子）の資格をどう定め
るか。死亡者のために嗣子を立てることを認めるか、女子に財
産の相績権を認めるか。之等を認めるとせばどの程度に認め、
どういふ風に規定するかは、満。鮮・皇・關束州・北支・蒙彊
何れも慣習を同じうし共通の問題である。術親族相績法の立法
についても、可成技術的なところがあう、世界共通の理論の上
に立つてゐるところもある。慣習を異にすることよつて生ずる
差は巳むを得ないとしても、か＼る技術的又は理論的な黙での
差はなるべく避けたい。今日では同一に立法し得るものが、蓮
絡なしに別々に立法せんか、立法によつて別々の方向に引あつ
ることとな銚一つに統一されるべきものを立法によう却つて
引離すことになむ、凡そ東亜新秩序建設の理想に背馳する結果
となる。
　親厨相績法を立案しつ㌧ある東亜共榮圏内の各部は、今闘協
調連絡することによつて、無理の件は澱限う同一になるものは
同一にし、更によき案を作成し、束亜新秩序建設の理想に適合
するやう致したい。
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第四　道義人倫の奪重
　道義人倫に墓き立法し、権利本位に堕せず、道徳的色彩を多
く取入れることにした。
　道義人倫に基き立法する要あることは、ひとウ親族相績法の・
みではないが、親族相績法は國民の倫理道徳と頗る密接な關係
のある法律であつて、夫婦・親子。家族の關係は軍に権利義務
の観念を以て律し去ることは出來ないし、またそれは適當では
ない。夫権・親権・家長権なども、夫の権利、親の権利、家長
の椹利といふ考へ方は今日では當てはまらなくなつた。央の妻
のためにする義務、親の子のためにする義務、家長の家族のた
めにする義務と言ふ風に、義務の方面よう考へねば’ならなくな
つぬ。否か㌧る關係を抑罐利義務の表現を以てすることそれ
自膿が妥當ではない。故にこの度の立法は内容において道徳的
な色彩を多分に取入れると共に表現においても、権利義務の表
現はなるべく避け、人情味のある法律としたい。揚合によつて
は道徳か法律か分ら澱やうなものであつてもよい。「祀先の祭祀
の算崇」とか、「夫婦は互に協力扶助すべきもの」といふやうな
條項も、右の趣旨よりこれを設けることにし、法律解繹の基礎
たらしめることにした。
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第五　大綱の規定と弾力性
　なるべく大綱を定めゆとめある竜のとすることにした。
　昔から支那満洲では法三章を理想とし、法治を卑み道治を奪
ぶ風のあつブ～ことは前にも述べた通うである。勿論法三章で天
　　　　　　　　　　　　　　　　　イ下の治る道理のないことは昔も今も礎うはないが、棄めに繁煩
な規定を設け法を繁くすることは我々も亦理想とするところで
ないから、なるべく大綱を規定するに止めることにした。また
詳細な劃一的規定を設けることは具膿的場合に妥當を鉄くこと
になるし、民族kより多少慣習を異にする揚合もあるから不都
な結果を生ずることもあ瓠將來時勢の推移と共に移う行く飴
地を残して置く必要もある。後に要綱で説明するやうに、扶養
の順序程度なども一々法律で規定せず、原則として當事者問の
協議に委せ、協議の調はのとき、法院が諸種の事情を掛酷して
定めることにしプ～のも、具膿的揚合の妥當性を考へた結果であ
う、結婚は公開の儀式を撃げ2人以上の成年者の立會を要すと
規定するに止め詳細な規定を設けないことにしたのも、各民族
に適用して差支へないためであう、嗣親子の資格についても昔
のやうに繁離な規定を設けず、女子・養子女。妻・妾等に勤し、
各事情を斜酌して相當額の家産を給與すべきことを定め、劃一
的な規定を設けなかつたのも、各種の揚合に妥當な結果を得、
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且將來思想の推移と共に移う行くべき鯨地を残さんがためであ
るQ
第六　輩 行 法
　輩行法にすることにした。
　日本の親族相績法も假に輩行法とすることにして、「人事法」
と稻してゐる。満洲でこれを輩行法とする理由は、更にこれ以
外に、民法の他の部分と適用を受ける民族の範園が異るのみな
らず、前に述べ：た通う法文に道徳的色彩を取入れ、次に説明す
るやうに法律の文章は通俗卒易を旨とし、日文は出來れば口語
艦によりたく、さうすれば法文の膿裁も民法の他の部分と異る
からである。
第七法律の文章
　法律の丈章は通俗李易を旨とし、文膿は日文は出來れぱ口語
膿によう、満文も亦通俗な文膿によることにした。
　法は官吏のための法ではなくして、國民のための法である。
法を知らないからとて罪を冤れ、責任を冤れ得ない。法は総て
の國民が知れるものと看徹されてゐる。然し法三章十二銅表の
時代と異う、今日のやうに限づなく次々に出る多藪の法律は法
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律專門家ですら知らず、まして一般國民は法を知らないといふ
方が事實に近い。國民が法を知つてゐると看倣されてゐること
は明に擬制である。然しこの擬制がなう立つためには、法は能
ふ限ゆ國民に知参易い態檬を備へてゐることを要し、法律の文
章も國民の理解し易いもの遊るを要することは言ふまでもな
い。ギ・ッyケはドィツ民法の文膿を批評するに當つて、國家が
官僚國である問は、法律は官吏のみ理解すれば足るけれども、
近世の入民國においては、法律は普く人民の理解し得るもので
なければなら澱ことを力説し、穗積陳重博士も法律進化論で法
律の文膿の進化を論じ最後に、「若し立法者にして．故意に。若
くば不注意に、廣く民衆に通ずべき雫易なる文章用語を棄て隔
狭き知識階級のみの理解し得べき竜のを樺ぶ者があるならば、
其入は過去に生きるべき入であつプ～と云はねぱならの」と結ん
で居られる（法律進化論但7頁）。法律の文章用語の通俗李易完
ることを要することは、総ての法律について言へることであつ
て、ひとめ親族相績法だけの問題ではない。然し民法特に親族
相績法は國民の日常生活に密接な關係のある法律であるから恥
文章用語の通俗李易であるべきことの必要が一層切實である。
日本で明治26年法典調査會が設けられ民法の編纂に着手した際
民法起草方針が定められたが、その第12條において、「法典ノ文
章ノ・簡易ヲ主トシ用語ハ成ノグベク普通慣用ノモノヲ探ノン」と定
められ、民法の文章は刑法憲法系の法律の文章と趣を異にして
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ゐる。民國の民法親属縫承編の草案の説明中にも「本案ノ造詞
立句ハ努メテ通俗トシ本法律ヲシテ民衆ノ法律タラシメ徒二律
師審到官ノ法律タラシメザノソヲ企圖ス」と掲げられてゐるのも
亦この理由に基くのである。ゾームが述べたやうに、民法は眞
の人民の法であ外人民の心に封して話すやうな積うで起草し
なければならないと考へる。
　街この度の親族相績法は、この趣旨を一暦徹底させて文膿は
出來るならば日文は口語膿によ弧満文も亦李易な文膿によ套
たい。このこと1よ総ての法律について考へねばなら圃問題であ
つて、目下浦洲國の諸法令調整委員會の「法令の形式」につい
ての分科會で研究中であ弧我々だけでは決定しかねる問題で
はあるが、我々の希望としては、少くとも乙の度制定の親族相
績法は口語膿にしたい。法文は當時の通用文で書かるべきもの
であつて、徳川時代の法文は當時の通用文で書かれてゐブ～に拘
らず、今日この様な漢文崩れの法文燈が産れたのは明治時代の
一の憂態である。i新聞雑誌を始めとして、法律の著書論文など
も絡て口語騰となつてゐる今日、一般國民に理解し易いことを
必要とする法律の文章のみが文語膿でなければならの理由はな
い。國家が國民學按の致育を始めとして學校教育を総て口語騰
によってる今日、同じく國家の意思の表れたる法律の文章のみ
が文語膿でなければなら澱理由もない。文語膿は既に明治時代
の古典に属し、口語膿が溢用文となつてゐる今日、季易たるこ
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とを要する法律の文章が、古典を以てせられねばならぬ理由は
ないと思メ、。法律は現在にのみ適用せられるのではなくして、
將來にも適用せられるのであるから、その文膿も將來に生命あ
るものであウたい。特に親族相績法は國民の實生活に頗る密接
な關係のある法律であるから、國民の理解し易く、國民の親し
み易いものであ蚤たい。この黙から他の法律よウも一暦口語膿
にすることが適切なのである。
　殊に國民學校の學習負澹の輕減の必要上よう以前から日本語
の簡易化が唱へられ、近時日本の大東亜建設のための海外曇展
と共に、日本語の海外普及の便利のために日本語の簡易化が張
く叫ばれて來ブ～。文膿の統一もその簡易化の一つである。現在
満洲國では日本語がひとウ日系のみならず浦系にも重要な地位
を占めてゐると同様、日文の法文は日系のみならず満系にも重
要な地位を占め、その傾向は將來盆よ甚しくならうとしてゐる。
然も満系には口語膿を以て教育してゐるから、新しく教育を受
けブ～浦系では口語膿を理解し得ても、丈語艦をこなせる者は實
に蓼々たるものであつて、日本におけるようも満洲において法
文を口語膿にする必要が一暦大である。既に日本でも満洲でも
取締法規の中には口語禮の法文が現れて來た。永年法文の口語
化を主張して來た私としては、國民の實生活に最も利害關係の
深いこの親族相績法の法文は、是非とも口語騰の實現を希望し
て已まないものである。こういぷ事情で要綱自髄1も口語膿にし
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たのである。唯満文は今直ちに自話膿にすることも困難である
から、日文に封鷹する意味でなるべく李易な文膿にしたいと考
へてゐる。要は習はしの問題で明治の初の候文の條文が今日異
様に見えると同様、今日の丈語膿の條文が異様に見える時期が
必ず遠からず來ると信ずる。
　唯口語膿にするとしても、具膿的に如何なる文章を以てする
かが問題である。ザヅィニーが「立法及ぴ法學に封する現代の
要務」と題する論文で、ドィツ民法の文膿を論じ、最後に、教
育なき人にも理解せられ、教育ある人にも奪敬せられるやうな
法律の文章の出現を望んで居るが、我々も亦かういふ文章を理
想として胸に描きつ＼、法文を起草し喪いと考へてゐる。
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第三章要綱の要旨
序
　本法を「親属織承法」と名付けることにした。「人事法」とい・
ふ案も考へられたが、「人事」といふ言葉は人事課その他別の意
昧に用ひられてゐるし、叉「身分法」といふ案も考へられたが、
相績法は一面財産法歪る性質も有し、身分法といふのは適切で
なく、まぬ「身分」といふ言葉は地位身分といふ別の意味にも
用ひられる。と言つて日本の「親族」といふ字は支那の言葉の
用法では、同宗（男系の血族）の親族のみを指差し、その他の
親族は包含しないことになり、「相綾」といふ語も「相ひ績く」
と言ふのではその内容を表し難い憾みがある。親属繊承法とい
へばやや言葉が長くなるが．民國でも民法親厨縫承編と稻し從
來この言葉が一般に用ひられて居う最も分ウ易いから。これを
用ひる’乙とにしブ～。
　本要綱を作成するに當つて最も困難な黒占は、女子の法律上の
地位をどうするかを中心とする問題であつた。慣習のやうに男
系主義を貫けば理論竜一貫するし．民國の民法のやうに男女李
等の原則を貫けぱ立法も容易である。然し今日では何れの主義
原則をも貫き得ない。本立法の方針は慣習を奪重し、家族主義
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を採用することに在つたから、男系主義に傾かざるを得なかつ
たが、新時代の要求に從ひ、女子の法律上の地位の向上も或程
度考へねばならない。そこに理論の一貫しないところがあう、
立法上種々困難な問題があつた。例へば女子に男子のない場合
i新に家産縫承権を認めた結果、男子のない場合新に女子に宗眺
繊承権を認め、新に女子に自己叉は亡父のための立嗣礎、入夫
婚姻或は婿養子の制子なども認めざるを得なくな帆父死亡後
嗣子を立てるまで家産の蹄属をどうするか、家産を縫承した女
子が出嫁するとき家産をどうするかなどの難問題を派生し、慣
習を奪重しながらも慣習とは異る種々の規定を設けざるを得な
かつプ～のである。術家の経濟的基礎として慣習上あるがま㌧の
家族制度を認め完ことも本要綱の特色であ鉱これが立法技術
についても種々困難な黙があつ凌。
　要綱は全部で五十三項目の多岐に亙るが、ここに全部を詮明
する絵裕がないから、主として立法技術に亙るやうな黙は省略
して以下重要な黙のみについて私の記憶するところに從つて概
略を説明しぬい。その正確にして、詳細な説明は、會議録の整
理を待つて稿を改めなければならない。
親 屡 編
第一　親属の分類と範園
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　一　親属の分類　（要綱一、二滲照）
　親属を同宗親・異宗親に分け、叉血親姻親及配偶者に分ける
ことにした。「血親」「姻親」は日本の「血族」「姻族」に該當す
るものであつて、特にここで説明する必要はない。同宗親とは
奮律の宗親を指差し、一乙口に言へば男系の親厨帥ち同姓の親属
を言ふ。今度の要綱では同宗親とは、（一）男系血親の間、但婚
姻縁組その他に因う他の男系の家に入つブ～者はその宗を喪ひ入
つた家の宗を取得する。（二）夫妻の問、（三）妻と夫の男系血親
及その妻との問、並に入夫叉は培嗣養子と妻の男系血親及その
妻との問を言ふことにした。新に入夫ヌ．は培嗣養子の制度を設
けたから、蛋律に多少の憂更を加へた鐸である。異宗親とは新
に造つた名前であつて、奮律の妻親・外親即ち妻方の親属、母
方の親属を合せて指構することにした。奮律では妻方の親属と
母方の親属を分けて規定してゐるが、分ける必要はないので、
これを総括して異宗親と稻することにした。同宗親・異宗親の
分類は出來れば避けやうかと考へたが、後に説明するやうに、
支那満洲では古來男系主義を探つてゐるので、この分類をした
方が規定する上に都合のよい揚合が多いから、この分類も合せ
て用ひることにしたのである。
　嵩　親属の範園　（要綱三、四滲照）
　何親等迄を親属、とするかは別に規定せず、各揚合につき必要
に鷹じてその範園を規定することにした。慣習上何親等までを
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親属とするかに付いては制限もないし、又規定の便宜からいつ
ても、各揚合の必要に鷹じてその範園を規定した方が實情に合
ふ結果となるからである。例へば、親属結婚禁止範園、親属の
斯有の物を盗んだ揚合の刑の免除、訴訟上の詮言及宣誓の義務
などについても、その範園につき概括的な規定を設けるようも、
各揚合の必要に慮じてその範園を規定し穴方が適切である。今
日満洲の各法律に於ても右の趣旨に基きその法律で必要な範園
内の親属を規定してゐるから、こ㌧では何親等迄を親属とする
かを規定せず、自然及法定の血親の外に、（一）血親の配偶者・
配偶者の血親、（二）配偶者の血親の配偶者、（三）血親の配偶者
の血親を姻族とし，これ等を総て親属とすることにしブ～。
家二第
　一　家族の範園　（要綱五滲照）
　1、實質主義によウ屈出主義によらず、2、生計を同じうする
者に限外3、同宗の者に限る但妾は家族に準ずることにした。
日本民法は家族の範園は届出主義によつてゐるが、これは家族
の範園が明確ではある代はうに實際と離れる弊害があう、特に
満洲では届出が容易に働行されないのでその弊害が盆甚しい。
街後に説明するやうに家の経濟的基礎として家産制度を認める
結果、家族を事實上の家と結び付ける必要がある。よつて届出
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主義によらず實質主義によう、どの範園の者を家族とするかに
ついては慣習蓮うに規定することにした。即ち先づ生計を同じ
うする者に限ることにしブ～。こ＼に「生計を同じうする」とは
日本の「世帯を同じうする」と言ふ意味とは異る。支那でぽ古く
から「同居共財」といふ言葉が用ひられてゐるが、これは財産
關係を共湿にするといふ意味で同じ所に住つてゐると言ふ意味
ではない。例へば、奉天・新京と別のところに佳んで居つても、
家産を分割せず家産が共通であれば、生計を同じうする者であ
套同一家族であると言へる。從つて分家とは日本のやうに届出
をして戸籍を別にすることを言ふのではなく、生計を別にし、
家産のあるときは家産を分割することをいふのである。次に同
宗の者に限ることにした。從來慣習としては童養娘と樗して將
來息子と結婚させる目的で、幼い娘を連れて來て養ふやうな例
があるが、これは未だ結婚してゐないからその家の宗を取得せ
ず從つて家族とはならない。或は「過門守貞之子婦」と言つて、
婚約後結婚前夫が死亡した場合、女が夫の家に入つて一生節を’
守るやうなことも、昔は賞揚され、現在ではこういふ事例は殆
んどないが、假にあつても未だ結婚しない以上同宗の者である
と言へないから家族にはならない。或は妻の父母が一生その家
で同居する心算であつても同宗の者でないからこれも家族と
言ふことは出來ない。この黒占は民國の親属縫承法とは異つてゐ
る。但妾は同宗ではないが、夫の姓を冠し、慣習としても家族
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として取扱ひ又家族として法律上保護する必要もあるのでこれ
を家族とすることにし尤。
　二　家長　（要綱六参照）
　（1）家長の資格は家産所有者に限ることにした。奮律や慣習
では女子に家産の繊承権を認めない爲に家長が常に家産の軍猫
叉は共同の所有者であつたが、今度は或場合には女子にも家産
の縫承権を認め、然も次に述べるやうに男子は女子よめも先順
位に家長となる結果、家長と家産所有者とが一致しない揚合も
生ずるので、家長は家産の輩猫叉は共同の所有者たることを要
することに定めたのである。蓋し家長は家産の管理庭分権を有
するから、家産の所有者であるのが適切であるからである。然
しこ㌧に家長といふのは日本の戸主とは異る。日本の戸主は財
産を軍凋で繊承してゐるが、滴洲は兄弟均分してi家産を縫承す
るから、兄が家長であつてその財産は分割する迄は兄弟の合同
典有に属し、兄弟は共有者として財産につき孕等の権利を持っ
てゐる課である。
　（2）家長となる順位は、（一）男は女に先ち、（二）奪屡は卑厩
に先ち、（三）同輩問では長は幼に先つことにした。これも慣習
に從つたのであつて日本の長孫制とは異る。例へば兄が死亡し
てその弟と兄の子があつた揚合、弟は兄の子よウ奪属であるか
ら弟が家長となるのである。唯兄弟の場合は同輩であるから年
長者たる兄が家長になる。
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　（3）家長の代行者を設けることにした。即ち家長が老病その
他の事情に因ゆ家務を管理することが出來ないとき、叉は家長
が無能力であるときは、家長椹の代行者を置くことにしブz。日
本の隠居の制度は慣習にもなく、家長は死澱る迄家長であるか
ら、この要綱竜隠居の制度を認めない代うに家長擢の代行につ
いて規定した鐸である。
家三第 産
　一　家産制度　（要綱七滲照）
　慣習上あるが儘の家産制度を法制化することにし喪。満洲で
は家族主義を採う家の経濟的基礎として輩固な家産制度があ
る。これが支那満洲の家族制度の特色であつてボこれを法制化
することによつて家の経濟的基礎が確立せられ、且實情に合ひ、
眞に束洋道義に基いた特色のある親属縫承法が出來るのであ
る。如何なる家産制度が満洲の家産制度であるかは次に説明す
るところで自ら理解きることと、思ぷが、開拓農揚法その他外國
の立法例にある農民保護の爲の制度．即ち土地の分割庭分を禁
止する家産制度とは異る。農民保護の爲の家産制度を設けるこ
とに付ても種々調査研究しブ～のであるが、これは農民にとつて
却つて有難迷惑な場合もあめ、均分相績を慣習とする満洲では
今直ちに實行し得ず、且この親属縫承法は農民のみならず総て
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の職業の者を封照としてゐる爲、こ＼ではそのやうな趣旨の家
産制度は一鷹取う上げないことにし、農民保護の爲の必要があ
れば將來別箇に考へることにした。
　二　家産の構成　（要綱八参照）
　一家創立者の財産は家産とすることにし、家産織承人が一人
のときはその繊承人が取得した財産、縫承人が二人以上のとき
は織承財産分割前に繊承人が共同で取得した財産、共同縫承人
の一人叉はその他の家族が取得して家に入れ喪財産も同様家産
とすることにした。郎ち例へば兄弟があつて夫々分家すれば、
一但分家と言ふのは家産分割のことで、本家分家の關係なく兄
弟何れも分家で一家創立者であるが、一一この分家をすれば、一
家創立者たる分家した者の財産は家産とするのである。家産縫
承人が一人のとき、例へば男子一人で兄弟なく父死亡によう家
産を縫承したときは、その織承財産は勿論、その縫承人がその
前又はその後取得した財産は當然家産となる。若し家産繊承人
が二人以上のとき、例へば兄弟藪人あつたときは縫承財産は勿
論、これを分割する前にこれ等の者が共同で例へば百姓をして
得た財産等も當然家産である。共同縫承人の一人又はその他の
家族が取得して家に入れた財産、例へば他所から月給を貰つて
家に入れた場合も之を家産とすることにした。特有財産はこれ
以外の財産であつて、例へば妻が實家から持つて來た財産、子
が他人から貰つた物等がそれである。家産所有者が一人のとき
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は家産所有者は別に特有財産を所有する絵地はないが、家産所
有者が二人以上のときは、家産所有者は同時に特有財産も所有
し得る。
　共同家産所有者が輩濁で取得しぬ財産、その他家族の牧入を
當然家産とし家産所有者の杢員叉は家長の同意あるとき始めて
特有財産とするか、或は牧入を一鷹特有財産とし家に入れた後
始めて家産とするかは、相當重要な問題であって、色々討議研
究したのである。帥ちこれを當然家産とする見解の根篠として
は、（イ）古くは家族が特有財産を有することは禁じてゐぬ。禮
記の内則にも「子弟無私財、無私貨、不敢私假．、不敢私與」と
書いてある。即ち子弟は私の財なく私の金なく、敢て私に借登
ず、敢て私に與へずと言つてゐるのである。（・）浦洲では未だ
農民が大部分を占めてゐるが、農民は家族が働いて得ぬものは
當然家産としてゐる。然るに一部都市で働いた者のみが、牧入
を家に入れずして私にすることを法律で認めたのではその問の
均衡を失する。（ノ・）家産は家の経濟的基礎として重要なもので
あるから家族制度を張化する意味からすれば、家族の所得は家
産所有者の同意がない限ウ當然家産とするのが適當であるとい
ふやうな理由が墨げられた。然しこれに反封の理由としては、
（イ）今日では昔と違つて、都市生活をする者が多く、個人主義
の思想もは入つて居弧この傾向は將來盆甚しく、昔の家族制
度を貫くことも出來なくなつた。巳に大理院の判例でも「特有
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財産之制、本爲法律所不禁、凡家族以自己名義所得之財産即爲
特有財産、除経當事人同意外、不得蹄入公産一併均分」（五年上字
第四七五號）と言ひ、家族が自己名義で所得した財産は特有財産と
し、本人の同意がなければ家産に入れることが出來ないとして
ゐる。（・）個人の牧入を當然家産とすれば、牧入の多い者に頼
つて家族は働かず、依頼心が張くな外且貯蓄心もなくなる。
これが家族制度の弊害である。（ノ・）親と子のやうな揚合は何れ
にしても大したことはないが、叔父が家長であるとか或は更に
遠い傍系の者が家長である大家族になれば、家長は家族が所得
を特有財産にすることを許可しないであらうし、そうすれば不
和とな銚牧入の多い者は分家を希望し、却つて家の分裂を來
す結果となる。（二）田舎で暮してゐる者ば家産によつて生活し
てゐるが．都會生活をする者は專ら自己の牧入のみに因わ生活
し、その地位身分に慮じて生活しなければなら澱から、田舎で生
活する者よう生活費も高くな瓠退職後もその生活を急に引き
下げることが出來ないから、特有財産として貯蓄して置かねば
ならない。（ホ）今日では特有財産を目當に取引する者もあるか
ら、斯得を當然家産とすれば、その債権者の保護に歓くるとこ
ろがある、といぷやうな黙が考へられたのである。或はこれを
當然家産とし、家族は、所得の中よう生活に必要な額を留保する
ことが出來るとしてはとの意見もあつたが、これでは留保した
財産かどうか、叉留保さるべき額が不明瞭であつて、債権；者に
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封して取引の安杢を害し、特有財産で商責して得た牧盆はどう
するかが疑問であ弧家族が贈典を受け或は縫承した財産は特
有財産にするのが適當であるといふやうな鐸で、この説も直ち
に探用し難く、一雁1は本案のやうに、家に入れることによつて
始めて家産となることにして置いて、この黙については法文を
造る場合術よく研究することにしプ～のである。
　家産か特有財産かによつて、債務の　濟及繊承につき非常に
差異があるので、この黒占は出來るだけ明瞭にして置く必要があ
る。最も重要なのは不動産であるが、不動産は合同共有である
揚合は現に共有名義で登記して居る。浦洲では登記を以て不動
産の責買、地上権設定、抵當礎設定その他物権の法律行爲に因
る得喪奨更の成立要件として居るから、不明瞭となる心配はな
く、株券等も夫々名義を記載して居るから鯨ウ問題もないであ
らう。その他の財産についても一般に家産か特有財産かは匠別
してゐるから、それ程紛はしいことはない。然し動産などにつ
いては事實不明瞭な場合も起め得るであらうから、家産か特有
財産か不明の財産は家産と推定することにした。
　三家産の鋸属（要綱九滲照）
　家産は一家創立者、その死亡後は縫承人の所有に属するもの
とし、一家創立者叉は繊承人二人以上あるときはその合同共有
にすることにしブ～。織承した財産のみならず家族が働いて得た
財産も家産になり、叉家族は家産によつて生活するのであるか
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ら、家産が右の者の所有か或は家族杢膿の所有であるかは慣習
上も多少疑間であつて、慣習調査に當つて詳細に調査をし且意
見も聞いたのであるが、こう観る方の見解が多く、家租が一人
で他に兄弟のないときは家祀は特有財産を有せずまブ～家産は相
績分によつて分割する黙からしても、こう観る方が妥當である
のでこのやうに定めた。
　四　家産の管理及庭分　（要綱＋滲照）
　家産は家長が管理庭分することにし、家産の塵分については
他の共有者あるときはその同意を得ることを要することにし
た。家長は一家を主宰する者であるから家産の管理麗分権を認
めるが、前にも述べたやうに家産は家長の輩猫所有でなく他に
共有者ある場合もあるから、その場合には家長が家産を塵分す
るには共・有者の同意を要する。同意のないときはその庭分が無
敷叉は取消原因となるが、不動産については登記がある爲その
心配はなく、叉家長の表見代理の規定の適用によつてその庭分
が有敷と看られる場合もあらう。
　五　家の債務の班濟　（要綱＋一滲照）
　（1）家の爲に生じた債務は全家産を以て辮濟することにし
ブ～。例へば兄弟の一人が家の爲に商責をして居つて失敗し債務
を負捲したときは、その兄弟の家産の分ケ前だけで辮濟するの
ではなくして杢家産を以て　濟しなければならない。これに反
して特有財産を以て商責をして居つて損失を蒙つブ～のであれ
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ば、杢家産を以て辮濟する義務はなく、その特有財産と自分の
家産に封する分け前とを以て辮濟すれば足るのである。從つて
商費する相手方はその商責が家の爲の商責であるか、個人の商
賀であるかによつて搬保される財産が違ふので、實際上も非常
に注意して取引し、叉商責を醤む者も多くは商號の記號叉は紅
帳（出資帳）でこの黙を明瞭にしてゐる。叉兄弟の一人が例へ
ば遊興の爲多額の債務を負捲したといメ、やうな揚合も家のため
に負櫓した債務ではないから、杢家産を以て辮濟する義務なく、
その者の特有財産及び家産の分け前だけで　濟すればよく、杢
家産を以て辮濟する義務はない。何が「家の爲に生じた債務」
であるかは具膿的な揚合に到定の困難な揚合もあらうが、要す
るにその利盆が家に臨する以上は損失も亦家に蹄すといふ趣旨
であつて、將來到例を以てこの黙を具膿的に漸次確定して行か
ねばなら澱ことになるであらう。
　（2）家族の日常生活の爲に生じた債務、家務の執行につき他
人に加へ潅損害賠償債務も右に準じて全家産を以て辮濟の責に
任ずることにした。以上家産について述べたことは大膿慣習通
ウを定めたのに過ぎないQ
　（3）家産で完濟することが出來ないときは各家産共有者はそ
の特有財産を以て連帯して辮濟する責に任ずることとし、自己
の負推部分を越へて　濟した者は他の家産所有者に封して求償
し得るものとした。これは新に設けた制度で、家産共有者が家
磁 満洲國親厨縫承法の立法方針と要綱
産の外に特有財産を澤山造め、而も家の爲の債務の辮濟を免れ
やうとする弊害を避ける爲である。
第四婚 姻
　一婚約（要綱＋二滲照）
　婚約について新に規定を設けることにして主婚人制を塵し、
婚約適齢を男満十七歳、女満十五歳とし、男女とも満二十五歳
に達しない者は父母の同意を要することにし尤。奮律は婚約は
主婚人の意思に基き媒人の紹介を経て締結するので、婚姻の當
事者たる男女は之に關與しないことにし凌。蓋し婚姻は私にし
ては人生の大禮に属し、公にしては肚會組織の基礎であるから、
血氣の未だ定らない男女の意思に放任すべきでないとしたので
ある。現在の慣習も大膿これに從つてゐる。然し他面婚姻は當
事者の利害に關係するところが甚だ切實で、他人の代つて爲し
得るものでないから、諸外國の立法例と同様、主婚人制を康止
して、當事者自らすることを要することにした。昔は指腹婚と
言つて、双方の胎児を、將來産れた子が男女であれば結婚きせ
るといふ約束をした例さへあう、今日でも十歳鯨うの幼少の年
齢で婚約する事例は甚だ多い。然し當事者自ら婚約をすること
にせば當事者が自ら婚約を爲すべき意思能力を有する年齢に達
しなければ婚約が出來ない。ところが各揚合につき婚約の意思
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能力を有してゐたか否かを到定しなければならのことになれ
ば、甚だ痕雅であ蚤、且不明瞭となるので、男は満十七歳、女
は満十五歳を以て婚約適齢とし穴。この年齢に達する前の婚約
は法律上無敷である。但し婚約適齢に達して後、當事者が明示
又は獣示の承認をすれば、その婚約は有敷となる。父母の同意
を要する年齢を男女とも満二十五歳未満としたのは、満洲では
婚約及び結婚年齢は男女間にそれ程差がなく、妻が夫よ蚤も年
上の場合も相當あう家庭の李和、當事者の意思能力の黙から考
へても、爾者の間に年齢の差を設ける必要はないからである。
又一生父母の同意を要することにするのも、當事者に酷な揚合
があう、一生同意を要することにして正當の理由があるに拘ら
ず父母が同意しないときは法院の許可を得て婚約することが出
來るやうにするのも一方法であるが、法院の少く交通不便な地
域の多い満洲でこれを要求することも困難であるからそれ以上
は徳義心に委せることにして右のやうに定めブ～。婚約不履行に
よる損害賠償についても規定を設け賠償を求め得るZとを明か
にすることにした。
　二　婚姻の制限　　（要綱十三参照）
　（1）婚姻適齢を男満十八歳、女満十六歳とした。民國の民法
と同一である。從來満洲には早婚の弊害があり、これ以前に結
婚する者も少しはあるがこれは取消し得べき結婚となる。尤も
婚姻年齢に達し喪後これを承認すれば有敷な結婚としなければ
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なら澱。男満十八歳、女満十六歳を婚姻年齢としたのでは、早
婚の弊を矯めるにまだ不十分であると心配する向もあるかも知
れないが、日本民法は婚姻年齢はこれよ卦一年低いに拘らず、
段々晩婚になる傾があう時には早婚の必要のある揚合もあるか
ら、右の程度に止めることにした。
　（2）親属結婚の禁止として、
　（一）直系血親及直系姻親の結婚を禁止することにしたが、こ
れは當然のことであつて、特に説明するまでもない。
　（二）同宗親問で傍系血親は八親等迄、傍系姻親は輩分異る者
は五親等迄を禁止することにしたが、この黒占は重要な黙であ套
少しく詳細に説明する必要がある。傍系血親の八親等迄を禁止
すると言へば從兄弟が四親等であるから、三從兄弟迄が禁止範
園には入る諜である。日本の慣習から考へれば禁止範園が廣過
ぎるやうに考へられるが、支那満洲の慣習としては古來「同姓
不婚」と稻し同宗問の結婚は遠親であつても永久に禁じ、筍も
同宗である以上何代を経ても結婚が出來ないのである。これは
満・漢・蒙の総てに通ずる慣習であう、朝鮮・壷海も現在術同様
である。由來支那・満洲は男系主義を探う、同姓結婚はその生
繁からず、叉禮致に反する、帥ち同姓結婚はその子孫が繁榮せ
ず且孔子の教へに反するものとして、これを深く恥とし、この
観念は周以來三千年來の傳統であつて、國民の心裡に深く滲み
込んでゐるのである。男系のみを重んずることは今日生理學上
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ようすれぱさしたる理由はないが、家族制度が男系主義を探つ
てゐる關係上その道徳的理由は深く考へねばならない。或は親
屈結婚の禁止範園はその最少限度を規定するのであるから、日
本のやうに同宗の從兄弟であつても、結婚出來るやうに規定し
て置いても、同宗の結婚を漿働する趣旨ではないから、毫も差
支ないと考へる者もあるかも知れ澱が、満・漢・蒙古人等は同族
の結婚は遠親の結婚であつても、兄弟姉妹の結婚と同様に生理
上及倫理濫徳上禁ずべきものと深く考へてゐるのであるから、
若し日本の民法で伯叔父母との結婚を禁じながら、兄弟姉妹の
結婚を禁じないならば我々が異様の戚に打ブ～れるであらう・と同
様、斯の如き法律は倫理道徳に反すると考へるのである。「親属
縫承法出でて倫理道徳亡ぶ」と言ふやうな感を抱かせることは
この際差控えるべきであるので、その禁止範園を日本よ蚤廣く
したのである。然し蝕ウに禁止範園が廣きに失するときは、蒙
古方面などでは適當な配偶者を得られないとか、その他酷な場
合も生じて來、然もこの禁止に反する結婚は法律上當然無敷と
しなければならないやうな事情もあめ、生理學上の理由からす
れば、男系の血親のみにつき特に結婚禁止範園を廣くする理由
も今日ではないので、これ等の黙と從來¢膿習とを合せて考へ、
援用民法と同様八親等以内の結婚を禁止することに止めたので
ある。八親等は五服帥ち昔の喪に服する範園の親属で昔から近
い親属としてゐるからである。この程度に制限の範園を定めて
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も實際上はおそらく同宗問で結婚する者は當分の間はなからう
し、本案も之を奨働する趣旨ではないが、法律上は己むを得な
い範園を規定することに止めるといふ趣旨で右のやうに定めた
のである。術傍系姻親は輩分異る者は五親等迄禁ずることにし
た。慣習によれば姻親も同宗である以上は結婚出來ないが、本
案は同宗の傍系血親は八親等迄を禁じた關係で、之との均衡上
前に述べたと同様の理由で五親等までを禁じた。從兄弟の子の
妻は五親等に當るから、同宗の姻親の場合はこの範園迄禁じら
れることになるQ
　（三）異宗親問で傍系血親は輩分異る者は五親等、輩分同じ者
は二親等迄、傍系姻親は輩分異る者は三親等迄を禁ずることに
し喪。異宗の輩分異る者は五親等迄と言へば母方の從兄弟姉妹
の子迄が禁じられてゐるのであつて、日本よめは範園が廣くな
ってゐる。又異宗の輩分同じ者は二親等迄と言へば、同母異父
の兄弟姉妹迄が禁じられてゐることになり、異宗の傍系姻親は
輩分異る者は三親等迄と言へば、母方の伯叔父母の配偶者迄が
禁じられてゐるのであつて、この黙は日本と同様である。異宗
ならば從兄弟妹女市でも結女昏出來るのに更に血縁の遠い從兄弟女市
妹の子と結婚出來ないのは理論に合はのやうに考へられるかも
知れないが、慣習としては輩分の異る者は何代を経ても筍くも
其の事實が分る限う結婚が出來ないとしてゐる。これは満・漢・
蒙古人に通ずる慣習であつて、拾も日本人が伯叔父母と結婚出
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來ないと考へてゐるのと同様な意味でその結婚を禁じてゐるの
である。從來支那満洲では輩分を奪び、輩分の異る者が結婚す
ることは道徳に反するのみならず、遠い親属でも一々呼稻があ
つて、夫又は妻から親属に封する呼禰或は親属から夫又は妻に
封する呼稽が異るのでは不便であ鉱事實上異様に戚ぜられる
ので、輩分異る者の結婚は遠親であつてもしないことになつて
ゐる。故に日本ようも廣い範園で制限する必要があるが、同時
に廣きに失すれば酷となる場合もあるので陶同宗親の結婚禁止
と同様の理由で、且つこれとの均衡を考へて右のやうに定めた
のである。
　三　婚姻の形式：　（要綱十四滲照）
　婚姻は暴式主義と屈出主義との爾方を合せて認めることにし
た。即ち婚姻は公開の儀式を墨げ且つ二人以上の成年者の立會
を要するものとし、儀式を墨げないときは民籍法による屈出に
よつてもその敷力を生ずることにした。ここに「公開の儀式」と
言ふのは、満洲の奮式の結婚式は家の門口で拝天地の禮をする
ので何人でも見ることが出來るが、必ずしも何人でも式揚に入
蚤得るといふ意味ではなく、隠密に儀式を墨げるのではなく、公
然性を必要とする趣旨である。満洲では民籍の屈出がまだまだ
容易に行はれてゐないので、屈出主義を貫くことは、日本に於
けるようも一暦弊害が甚しいので、墨式主義を採用することに
しぬ。そして屈出がある揚合にも之をも有敷とすることにし完。
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　四　入夫婚姻　（要綱＋六滲照）
　家産を縫承した女は入夫婚姻を爲し得るやうにし血。入夫婚
姻の慣脅は從來支那満洲にはないのであるが、新に斯る道を拓
くことにし、入夫婚姻を爲し得る女は日本民法では戸主である
が、これと同じやうな趣旨で家産を縫承した女に限ることにし
た。
　1五　婚姻の一般的数力　　（要綱十六参照）
　妻は本姓に夫の姓を冠し、入夫は妻の姓に改めることにした。
從つて例へば李蘭なる女が王なる男と結婚すれば王李蘭と稻す
ることになる。これが隈習である。慣習では男が女の姓に改め
ることはないが、新に入夫婚姻を認めた關係上、入夫は妻の姓
に改めることにした。妻の姓を冠することにしなかつブ～のは膿
裁上面自くないからである。
　妻は身膿の拘東を受くべき契約、叉は讐業を爲すについては
夫の同意を要するも、その他の行爲については夫の同意を要し
ないことにした。從つて妻は自己の特有財産に關する行爲、訴
訟については夫の同意を要しないこと㌧な弧日本よめも廣い
範園の行爲能力を有すること㌧なる。
　六：夫婦財産制　（要綱＋七滲照）
　夫婦財産制については簡輩に規定するに止め、夫婦分別財産
制を探ることにした。民國の親属編は総藪百七十一條中五十五
條、帥ち杢膿の三分の一近くを夫婦財産制に割いてゐる。この
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やうに詳細な規定を設けたのは、新に女子に財産の相績椹を認
めたから將來その必要が生じて來るであらうからと言ふ理由で
スイス民法の例に倣つたのであるが、この法律は實際に行はれ
ず全く無用の贅物化してゐるので、本案では簡翠に規定するに
止め、且分別財産制を探ることにしたのであるQ
　セ　妻i　（要綱十八滲照）
　妾については直接規定せず、唯間接に保護する規定を設ける
に止めることにした。妾は慣習上家族として取扱つてゐること
は前に述べた通ゆであう、妾を貰ふ理由は本來は子（子とは男
の子を指す）を得る爲であつて、子の無いことは組先の血統を
絶やすことになう不孝の大なるものであるからである。中には
娯樂の爲に貰ふ者もあるが、これは本來は正當覗されるもので
はない。特に蒙古人では妾といふ観念は當てはまらず第二第三
の妻と言ふ方が適當であつて、結婚式を墨げて居う・これを貰
ふ原因も多くは第一の妻に子がないとき子を得る爲である。從
て妻は自分に子のないときは自分が適當であると思ふ者を夫に
妾として推薦することもあう．妾の制度にも相當の理由がない
ではない。そして妾を貰ふ者も官吏・商人等には相當あるが、
それすらも率から言へば比較的少なく、農民に至つては妾を貰
ふ者は殆んどなく、それ程憂ふべき事情でもない。然も妾にな
るのも多くはその者の罪ではないので妾に封しても或程度の保
護を加へる必要がある。然しこれがため家庭内の不和を凍し一
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夫一婦の人倫に反することは勿論であつて、これを直接規定す
ることは満洲の文化を高める上から考へて面白くない。或は從
來の妾は保護することにし將來の妾は保護しないことにしては
との案も考へ穴が、妾の既得椹を認めるのも攣であるし、將來
の妾について杢然保護を與へないのも酷な場合もあるので、本
案では妾については総て直接に規定は設けず、致育の力によつ
て漸吹妾の屡止に向つて進むやう導びきたく、問接に規定を設
けて現在及ぴ將來の妾を保護するに止め穴のである。即ち妾は
家族の一員であるから、家族の一員としての権利義務を有し、
後に述べるやうに親属會の立てた嗣子の選定が著しく不當なと
き家族として取消の請求をしたり、扶養の権利義務を認めるこ
とにし、又家産の購承人は妾に封しても相當の額を酌量給與す
ることを要することにして、保護の途を残すことにしたのであ
るo
第五親 子
一　　實　子　　（要綱十九滲照）
嫡出子・庶子及私生子の別を用ひず、婚生子と非婚生子とに分
けることにし、非婚生子は認知に因つて婚生子の身分を取得せ
しめることにし、生來の婚生子と認知に因つて婚生子となつた
者の地位は卒等とし、その問に差別を設けないことにした。こ
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こに非婚生子と言ふのは妾の子女と、妻妾以外の子女（姦生子）
とを含んでゐる。一般に差別を設けてゐない理由は從來男系主
義を探つてゐる結果であつて、日本でも「腹は借物」といふ言
葉があるが、一般の心裡は子女は父母の子ではなくして父の子
であると考へてゐるから、何れも同じ父の子である以上、父の
財産の縫承その他についても差別を設ける理由がないと考へて
居るのである。理論上からも父母の不徳を子に蹄することも出
來ず、差別をつけることによつて不徳行爲を減少せしめる結果
にもならないから、慣習に從ひ差別を設けぬことにしプ～。
　認知の手績は屈出主義によう但養育したときは認知したもの
と看徹すことにしプ～。届出主義によることにしたのは口頭、又
は謹書の作成といふだけでは親子關係の登生といふ重大な事項
が不確實になる恐があるからこれを防ぐぬめである。然し父が
養育したときは屈出を必要とせず、認知したものと看倣すこと
にした。養育によつて妾の子は當然認知されたものとなめ婚生
子の身分を取得する。妻妾以外の女との問に生れた子は各方面
を調査しぬ結果、満漢蒙古人を通じ父叉は母が育てるやうな實
例は殆んどない。生れると直ぐこつそう他に遣るとか、育嬰堂
に持つて：行くとか、或は捨てブ～う、殺しブ～うしてしまふ。然し
捨てたウ殺したりすることは法律上犯罪であるのみならず、人
道上も許されない。將來は認知を求める場合も出ずるであらう
から、認知請求権についても規定を設ける積うである。
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　二　嗣親子　（要綱二＋参照）
　養子の外に宗眺を織承する爲の嗣子について規定を設けるこ
とにしぬ。日本の民法改正案も養子と養嗣子との爾者を認めて
ゐるが、慣習として嗣子と養子の爾者があ弧嗣子は宗眺を縫
承するものとして養子と匿別してゐるので、慣習に從つてその
爾者を認めることにした。
　三　立嗣者の資格　（要綱二＋一参照）
　立嗣者は（1）男又は家産を繊承した家女、（2）成年者（3）及實
男子叉は嗣子のない者であることを要件としブ～。從來家女には
立嗣の権利がなかつたが、本案は家女は出嫁せずしてその家に
止う、或は入夫婚姻をすることも認めたので、自己の爲に嗣子
を立てることも認めたのである。善律では嗣父となる者は原則
として銑婚者であることを要件としたが、本案では之を要件と
しないことにしブ～。
　四　　嗣子の資格　　（要綱二十二滲照）
　（1）嗣子は先づ男であることを要することにした。男子のな
いときは女子にも宗眺縫承権を認めたので、女子を嗣子とする
ことも一鷹考へられるが從來宗眺縫承は男子に限つてゐる關係
上、今直ちに女子に迄も範園を接張し兼ねたので、嗣子は男子
に限ることにしプ～Q
　（2）次に嗣子は同宗親たると異宗親たるとを問はず同宗から
出た血親中より立てることを要し、正當の理由あるときは右以
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外の親属又は親属關係のない者よりも立て得る趣旨で法文の規
定を考慮することにした。慣習では同宗の者を先にし、同宗の
者のないときに始めて異宗の親属よう嗣子を立てる。これは言
ふ迄もなく男系主義を探つてゐるからである。既に親属結婚禁
止の範園についても遠い同宗親よめは近い異宗親を親属關係の
近い者として結婚を禁止してゐるのであるから、これと同様の
理由で、遠い同宗親よりも近い異宗親、例へば女子の生んだ子
を嗣子とする方が適切な場合がある。故に同宗から出た血親で
あれば誰を嗣子にするかは嗣子を立てる者の選揮に任せること
にした。こ、、で嗣父の血親とせず「同宗よう出た血親」とした
意味は、嗣父が入夫・培養子又は同宗でない嗣子であつたやう
な場合、その者の血親よ蚤せず、その妻方、その入つた家の方
の血親よりするのが適當であるからである。次に最も重要なこ
とは、本案では新に正當な理由ある揚合は親属關係のない者で
も嗣子になし得るやうにしたことである。慣習上は親属關係の
ない者は嗣子とすることは出來ないが、本案でこれを出來るや
うにした理由は（イ）落律では嗣子は専ら租先の爲の嗣子である
から、組先と血族關係ある者でなければならなかつたが、現在
では宗眺繊承の制度は壌すべしとの意見も相當あう、嗣子の制
度も軍に租先の爲のみではなく親の爲の嗣子といふ意味も含め
て考へねばならなくなつて來た。故に血族關係のない者でも嗣
親となるべき者がこれを嗣子とするに適當であると考へ、且そ
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の者を嗣子とするに正當の理由ある場合は、嗣子とし得るやう
にして、その資格を緩和し、嗣親にその選鐸の籐地を残して置
くことが適當である。（・）殊に滴洲では山東。直隷方面よム出
稼の爲移住して來た者も多く、嗣子となすべき適當な親属のな
い者もある。（ノ・）又嗣子となすべき親属があつても財産のない
揚合など嗣子になつて臭れないこともあら、叉は怠惰、放蕩、臼
痴で嗣子とするに不適當な場合がある。（二）新に培嗣子の途を
拓いたが、慣習上は同宗結婚が出來ないため、女子と結婚きせ
る爲に血族關係のない者を嗣子とすることも許さねばならの。
（ホ）從來は親属關係ある者でなければ嗣子と爲し得ず而も斯る
者を嗣子とすることを欲しない爲に、捨子を實子として育て、
甚だしきに至つては自分の生んだ女子を他人の生んだ男の子と
私に交換して實子として育てるやうな實例さへもあウ、子のな
い揚合の養子は嗣子と同様の考へで貰ひ、實子と同様の取扱を
してゐる實情に照し、從來のやうに親属關係ある者に限るとす
ることは、鯨うに窮窟に過ぎる嫌ひがあるからである。よつて
正當な理由がある場合は、親属問係のない者でも、嗣親が欲する
ならばその選揮に從つて嗣子となし得る途を拓くことにしブ～。
　（3）次に親属關係ある者を嗣子とするときは卑属であること
を要することにした。從來は嗣子たる者は一輩低い者・例へば
兄弟の子のやうな輩列に當る者たることを要し、兄弟の孫は嗣
孫とすることは出來ても嗣子とすることは出來ない。然し本案
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では嗣子とか嗣孫とかいふ匠別はつけず、一般に嗣孫と言つて
ゐる者であつても法律上は嗣子として取扱ふことにし穴。
　（4）次に嗣子は嗣親よう年少者であることを要することにし
た。一定の年齢の差を必要とする立法例もあるが後に述べるや
うに、死者の爲に嗣子を立てる例もあう、多くの年齢の差を設
けることは不便な場合もあるので、唯年少者であることを以て
足ること，としブ～。こ＼に嗣親といふのは嗣父のみでなく嗣父母
の爾者を指してゐる。
　（5）最後に凋子は他人の嗣子となることを得ないことにし
た。慣習では粂桃の制度があ外例へば兄に子なく弟に子が濁
りしかない場合、その弟の子が弟の宗眺を織ぐと同時に、兄の
嗣子とな蚤兄の宗眺をも縫ぎ、中には兄の家の妻と弟の家の妻
とを二人貰ふ實例も相當あるが、かくては夫は同時に二つの家
に入ることになう、財産の縫承關係が複雑にな弧兄の家の債
権者と弟の家の債権者とが父の死後どの範園の財産に蜀し強制
執行をしてよいかといふ問題も生ずるし、妻を二人貰ふことも
面自くない。その上今度の案では嗣子となるべき者の範園が獲
張されブ～のであるから、かうして迄凋子を嗣子にしなければな
ら戯必要もない。故に濁子兼眺の制度は認めないことにし湘。
　玉　死そ菱の立局岡　（要綱二十三参照）
　（1）被縫承人が遺言を以て立嗣することを許すことにした。
これは日本民法の遺言による養子に該當する制度である。
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　（2）立嗣者たる資格を有する者が死亡したときはその者の爲
に嗣子を立て得ることにしブ～。日本民法によれば夫が死亡して
子がなぐ妻があるときは、その家に在る父母叉は親属會が或は
妻を家督相績人に選定して財産を織承せしめ、妻が自分の爲に
養子を貰ひ、妻がなければ一定の順序に從つて他の者を家督相
績人に選定するとか、相績人がなくして絶家となつた後は絶家
の再興といふ形式をとるところである。支那満洲では男系主義
を探るから、被立嗣者は男でなければならず、又選定せられた
者は畢に財産の縫承のみでなく子として宗眺を縫承することに
なう、且一旦康家となつたものが再興されるのではなく、死亡
者の生前に嗣子となつた場合と同じやうに嗣父の宗眺を受け繊
いで行くのである。この方が膿先の祭祀の不断といぷ黙から考
へれば適當であるから、慣習に從つてこの制度を認めることに
しブ～。
　（3）死亡者の爲に立嗣する椹利者及その順位は第一被繊承人
の配偶者、第二父、第三母、第四祀父、第五租母、第六實女、
第七親厩會とした。第六の實女を徐いては総て奮律通うである。
奮律では女子は立嗣椹が認められてゐなかつプ～が、本案は實女
にも男子のないときは家産縫承権を認めブ～から、新に實女にも
立嗣権を認めブ～のである。若し實女に立嗣権を認めねば・實女
がその家に止り或は入夫婚姻を希望しても、親風會が嗣子を立
てれば嗣子が財産を織承して實女は財産の縫承権がなくな弧
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男子のない揚合實女に家産縫承権を認め遊趣旨を没．却するから
である。或はそうすれば實女は家産を欲して出嫁しないやうに
なるといふ心配をする向もあるかも知れのが、出嫁すれば夫の
財産もあめ、夫は財産を縫承し、妻はその財産の鯨澤を蒙るか
ら事實上はその心配もないであらう。叉假にさういふ理由で出
嫁せず入夫婚姻を欲する揚合でも張いて出嫁させることは適當
でない。或は實女が出嫁して後、自分の産んだ子を實父の嗣子
にするといふ方法もあらうから、實女に新に立嗣権を認め親厨
會の立嗣椹よウ先順位にしたのである。唯實女が二人以上ある
ときは家に在る者を先にし、家に在る者又家にない者の問では
年長者を先にすることにしプ～。先順位に在る者が立嗣権を行使
しないときでも立嗣権の順位は次に移らないのを原則とする。
何となれば先順位の者が立嗣することを欲しないに拘らず、次
順位の者に立嗣権を認めることは立嗣の順位を定めプ～趣旨に停
るからである。然し先順位の立嗣権者が精紳障害その他の理由
に因ウ立嗣権を行使することの出來ないときは次順位の者が立
嗣することが出來るやうにした。但次順位の立嗣禮者が立嗣す
るには法院の許可を要することにして無制限に立嗣することは
許さない。且又被縫承人の死亡當時立嗣権者たる實女が幼少の
ときは自ら立嗣することが出來ない。と言つてその後見人をし
て代つて立嗣させる鐸には行か澱から、そのときは次順位の親
厨會が立嗣権を行使することにしブ～。實女が立嗣権を行使し得
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る年齢は要するに賞女が意思能力を有する年齢であることを必
要とし、婚約及婚姻年齢等と歩調を合せて、被繊承人の死亡の
とき實女が十五歳以上であればよいことにしたのである。
　（4）被縫承人の死亡後一年を経るも嗣子を立てないときは次
順位の繊承入が家産を織承することにした。これには二つの方
法が考へられた。その一つは被縫承人の死亡のとき男子のない
場合は、直に次順位の繊承人に縫承させ、その後嗣子を立てた
ときは、嗣子には財産の織承人が任意に財産を賠典するか叉は
その繊承人の財産を自己が縫承する日を待つやうにする方法
と、他の一つは奮律のやうに、死亡者の爲に嗣子を立てる期問
を定めず嗣子を立てる迄何日までも財産を保管する方法であ
る。第一の方法によれば死亡者の爲に嗣子となつプ～者に財産が
直に移らぬこととなう都合が悪く、又第二の方法を探れば嗣子
を立てることを義務とすることにな瓠男子のない場合女子に
家産縫承権を認め喪趣旨を没却し、且何日までも保管するので
は不確實な状態を永く績けることになるので何れも探り難く、
その折衷としてこのやうな案を設けブ～のである。即ち被繊承人
の死亡後一年内は嗣子を立てるかどうか不確實であるから縫承
を保留して財産を保管する。一年内に嗣子を立てれば嗣子が家
産を縫承し、一年内に嗣子を立てないときは次順位の法定縫承
人が家産を縫承する。一年後でも嗣子を立てることが出來るが、
その嗣子は直に家産を縫承せず、財産の贈典を受けるか、次に
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自己が家産を縫承する順位の來るのを待つよめ外に家産を取得
することが出來ないことになる。期問を一年と定めたのは欝ゆ
永くなつても不確實な朕態が長く績くし、鯨蚤短かくとも立嗣
擢の行使に困難な場合があらうから、縫承入膿歓の場合親属會
が立嗣する期問を一年と定めたのと歩調を合せてかう定めたの
である。但正當の理由あるときは、法院は立嗣権者の申請に因
う立嗣椹の行使につき相當期問の猶豫を與へることが出來るこ
とにした。
　（5）右立嗣する迄の問死亡者の爲の立嗣権者はその順位に從
つて財産を管理することにした。
　（6）親属會以外の立嗣権者が立嗣する場合には前の生前立嗣
の場合と同様の制限に從つて嗣子を選定し得るやうにしブ～。
妻・父母が立嗣するときは嗣子は妻・父母の子叉は孫となるの
であるから、生前立嗣の揚合と同じ制限でよい。唯實女が立嗣
するときは思慮不充分な揚合も考へられるので、親属會の同意
の下に右の制限に從つて立嗣することを要することとしプ～・
　（7）親属會が立嗣する揚合は死亡者の同宗よ今出ブ～血親の中
から親厨關係の遠近、同宗なめや異宗なわや、その他諸般の事
情を倒酌して選定することを要することにした。妻叉は父母が
立てた嗣子は租先の爲の嗣子ではあるが、同時に自分の子とな
り孫となるのであるから、なるべく妻・父母の自由に選揮する
蝕地を残して置いてもよいが、親属會が嗣子を選定する揚合は
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專ら宗眺の爲の嗣子であるから、死亡者と血親關係ある者たる
ことを要することにしブ～のである。奮律では嗣子となるべき順
位を詳細に定めてゐるが、詳細に定めることは煩雑であう、且
具膿的な場合に妥當を敏き、親厨間の雫訟の種を蒜くことにな
る。と言つて全然規定を設けないのではその墓準が分らない。
そこで親属關係の遠近、同宗なうや異宗なめや、その他諸般の
事情を樹酌して選定することを要することにしブ～。これは一面
漠然としてゐるやうであるが、調停の基準ともな鉱法律解繹
の基礎ともなるであらう。例外として死亡者の血親でなくとも
死亡者と血親關係ある女子と結婚させる揚合叉は死亡者の女培
に限弧血親關係のない者でも嗣子に選定し得ることにした。
これは培嗣養子・入夫婚姻の制度を認めブ～のと同一趣旨である。
　（8）右の選定が著しく不當なときは死亡者の家族、叉は利害
關係ある親属は、選定の敷力を生じぬ日から六ケ月以内に法院
にその取消を請求することを得ることにしぬ。死亡者の家族の
中には死亡者の妾も含まれてゐる。妾は大理院の到例によれば、
自ら立嗣する権利はないが親属會に立嗣を請求することを得、
親属會が立嗣するには被織承人の妾の同意を得ることを要し、
妾の同意を得ずして立嗣するときは立嗣の行爲を取消すことが
出來、唯妾の主張が明かに不當のときは親属會が法院に裁判を
求めることが出來ることになつて居弧死亡者の爲の立嗣には
その妾が重要なる地位を占めてゐる（九年上字一〇三號七年上
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字九〇五號七年上字三八六號）。故に本案でも妾は死亡者の家族
として．選定が著しく不當なときは法院に取消を請求する権利
を認めブ～のである。ここに利害關係ある親属とは、例へば死亡
者の兄弟の子のやうに自己が立嗣さるべき地位にあるやうな人
人を言ふのであつて、何を利害關係ある親厨と言ふかは特來到
例を以て適當に定められて行かねばならのと思ふ。而も取消を
請求し得るのは選定が著しく不當な揚合に限るのであつて、妄
に取消を請求することは許されない趣旨である。
　六　養親子　（要綱二＋七参照）
　（1）養親の資格としてぱ成年者であることの外には制限を設
けず、女も自己の爲に養子をすることが出來るやうにしブ～。
　（2）養子の資格は親厨關係ある者を養子とするときは卑属で
あることを要し、養子は養親よめ年少者であることを要するこ
とにし喪外は制限を設けない。師ち嗣子と養子の異るところは、
（イ）嗣子は男叉は家産を縫承し喪女の爲にのみ立嗣することが
出來るが、養子は女の爲でもよい。（・）嗣子は實男子又は嗣子
のない場合に限るが養子はこれのある場合でもよい。（ハ）嗣子
は男子でなければならぬが養子は女でもよい。（二）嗣子は原則
として嗣父と血親關係ある者たることを要するが、養子にはそ
の制限がない。（ホ）死亡者の爲の嗣子はあるが、死亡者の爲の
養子はないといぷ黒監である。
　（3）嗣子叉は養子となる手績は書面による場合と幼時よう養
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育する場合と民籍法による屈出による場合の三種を認め、幼時
よう養育して子となした者ある揚合に當事者が嗣親子の條件を
具備するときは、嗣子となす意思を以て養育しブ～ものと推定す
ることにしブ～。
　七婿養子及婿嗣子（要綱二＋八滲照）
　從來男系主義を探つて來た結果婿嗣子叉は培養子の慣習はな
いが、近時さういふ實例も少しづつ現れて來てゐるし、この制
度は便利であつてさういふ途を拓いて貰へば又歩む者もあらう
といふ希望意見もあるので、この途を拓くことにした。日本で
は培養子になつたのと、養子となつて後家女と結婚したのとで
は、その敷力に差異があるが、か』る差異を認める理由もない
ので、法文には特に婿嗣子』又は婿養子の名稻を用ひる必要はな
い。唯女培を嗣子叉は養子とし、嗣子又は養子を家女と結婚せ
しめ、家女と結婚せしめると同時に嗣子又は養子にすることが
出來ると規定して置けば足るのである。
匿盗 承 編
第一　宗　眺　縫　承
一・宗跳磯承　（要綱纒承編第一参照）
宗眺縫承については多くを慣習及道徳に任せ詳細な規定は設
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けず、唯祀先奪崇の精紳を涌養する爲に禮先の祭祀について道二
徳的な規定を考慮し、且宗眺織承の精神を立嗣の制度に取う入
れて簡軍に規定するに止めることにした。民國の民法親屡繊承
編では宗眺の観念は今日では磨れてゐるし、嗣子たらんことを
欲して紛雫を起し、子を得ん爲に妾の制度を助長する等の弊害
がある爲これを康止すべしとして、規定を設けなかつたのであ
るが、阻先奪崇の精示中は東洋の美風であるから、本要綱では宗
眺縫承の制度は之を探用することにした。然し前記のやうな弊
害もないi澤ではないから．これを緩和する爲詳細な規定は設け
ず、その精紳だけを立嗣の制度に取う入れて簡輩に規定するこ
とに止め虎。
第コ　家産縫承
　一　家産縫承人の範園及順位　（要綱三滲照）
　本案は家を重んじ宗眺縫承の制度も認めプ～から、家産の繊承
と特有財産の縫承を匪別して規定することにした。家産の縫承
は日本の家督相績に似た観念であウ、特有財産の繊承は日本の
遺産相績に似た観念である。家産の縫承については家とか宗眺
の黙を考慮し、特有財産の縫承については專ら情誼を重んじて
定めることにした。從つて家産縫承人となる範園及順位も右の
やうに家とか宗眺を考慮して次のやうに定めた。即ち第一實男
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子、第二未出嫁の實女、第三配偶者、第四父、第五母、第六組
父、第七阻母、第八出嫁し疫實女、入夫となつて出た者にして
嗣子とならない實男子、第九兄弟、第十出嫁の姉妹、第十一そ
の家に在る他の家産所有者とした。實女及妻の縫承椹について
は後に説明する。組父母と兄弟とを何れを先にするかは多少問
題ではあるが、立嗣権の順位に從つて租父母を先にし遊。出嫁
した實女と兄弟と何れを先にするかもや＼問題であつて、家を
重んずるならば兄弟を先にすべきであらうが、家を重んずる趣
旨を通せば結局女子には織承権を認めないことになり人情に反
するので、多少情誼をも楓酌して出嫁した實女は兄弟よらも先
順位の篠承権を認めた。
　二　　實女の綴承椹　　（要綱四参照〉
　奮律及慣習では女子は必ず他へ嫁すべきものとして、男子の
ある場合と否とを問はず常に縫承椹を認めず、これに反して民
國の民法は男女李等の織承権を認めてゐる。本要綱作成に當つ
て女子に家産の縫承権を認むべきか否かは最も論議の戦はされ
たところであつて、これをどう確定するかによつて立嗣その他
種々の庭に影響を及ぼして來るのである。本案では實男子のな
いときは家女に縫承権を認め、叉實男子ある場合にも縫承人は
實女に相當の額を給與することを要することにし喪。
　先づ實男子のない場合に在つて出嫁しない實女に家産の繊承
椎を新に認めることについてはそれ程異論ばないが、家産を織
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承した實女が家産を持つて家を去め得ることにしては家族制度
を破壊することになる。と言つて近親者のない揚合でも家産を
持つて出嫁出來ないことにしては實女に織承権を認めた趣旨に
副はぬことになる。家産を縫承した實女が家を去る揚合は、家
産縫承が開始し、實女は家産を實家に置いて出嫁しなければな
らぬことにしかが、前に述べた第八より先順位の縫承人がない
とき、即ち被縫承人の死亡後一年後に立てプ～嗣子とか、出嫁し
ない死亡者の實女、死亡者の配偶者、父母、縄父母等のない揚
合はこれを持つて出嫁することは出來るが、（これ等の在る場合
は縫承した家産を持つて出嫁することは許さないことにし、）他
に出嫁しブ～實女があるときはこれと家産を均分することにし
喪。（要綱二4滲照）このときは縫承した財産は最早家産たる性質
を失ふので’あるQ
　次に男子ある場合女子に家産縫承椹を認むべきか、認めると
して如何なる程度に認めるか．又その規定を必要とするかどう
かが最も問題であつた。女子に家産縫承権を認むべしといふ理
由としては、（イ）男女平等の縫承椹を認めた援用民法が施行せ
られて既に十籔年を経てゐる、人々はこの事實を：知つてゐるか
ら今これを奪ふには相當の理由がなければならの。（・）父母の
情として女に財産を典ふるのは當然である。（ノ・）嗣子が財産を
縫承するのに父と血親關係ある實女が河等の縫承権なくこれを
傍観するよう外ないといふのは不當である。（二）女子に財産の
68 満洲國親屍纒承法の立法方針と要綱
縫承権がなければ女子に経濟能力なく常に男子に隷属してその
地位の向上が望まれず、離婚した揚合は杢く生計に困ることと
なる。（ホ）女子に家産縫承椹を認めると家族制度を破壊する結
果になると言ふ者があるが、男子が分家しても家族制度を破壊
しないと同様に、女子が財産を持つて出嫁しても家族制度を破
壊するものでないといふやうな黙が基げられた。然しこれを否
定する意見としては、（イ）援用の民國の民法は慣習に反し今日
一般には行はれて居らない。慣習を無覗し尤法律は實生活と遊
離し肚會の不安を招く。（・）女子は宗眺の縫承権もない。（ノ・）
女が出嫁すれば杢く夫の家の者となウ生家との關係はなくな
る。從つて夫の父母を扶養しても實父母を扶養する義務なく、
夫の父母の喪に服する期問は實父母の喪よう永く、夫の父母の
債務の　濟には力を致しても實父母の債務を辮濟する義務はな
い。（二）女子は實父母に養育せられ厄介になつて出嫁するだけ
で、出嫁後は他の兄弟が節約し且管々として家産の増加に貢献
するに拘らず、家産の増加に寄與しない。若し出嫁した女子に
家産繊承棲を典へるとせば、家に残つた者は必ず不早を言ふし、
財産を浪費し且働かなくなる弊害がある。（ホ）夫が家産を糧承
し、夫婦一膿で妻は夫の財産によう生計を螢み得るから、特に
女子に家産縫承権を認める必要はない。（へ）若し妻が實家の家
産を縫承する ことになれば、自分の家から出嫁した實女にも家
を分典しなければなら澱ことになる。満洲の人口の八割は農民
第三章　要　綱　の　要　旨 69
であるが、遠くに嫁しブ～女に農地を分割し、叉遠くから來た妻
が遠方の農地の分割を受けることになウ、かくては耕作に不便
であめ、無用な分割を繰返すのみである。女子に縫承権は認め
ることは農民が大部分を占めてゐる満洲の實情に副は澱。（ト）
家産分割は被纏承人の死後直に行はず、藪年永きは歎十年後に
行はれるが、その家産は被縫承人死亡當時の財産だけではなく、
その後兄弟が貯えた財産が含まれてゐるから、これを女子に分
割するのは不當である。と言つて被縫承人の死後直ちに家産を
分割することは、大家族制をとウなるべく家産を分割しないこ
とを理想とする一般の考へに反するといふやうな黙が畢げられ
た。そこで本案では家族制度をとウ、且農民が大多歎を占めて
ゐる満洲の現情よ鉱慣習に從ひ、女の家産織承権は認めない
ことにしブ～。然し女子も保護する必要があるので、縫承人は女
子に封して相當額の財産を給與することを要することにしたの
である。帥ち一面において慣習に從つて女子の家産縫承権を否
定しつ㌧、新に女子は家産縫承人よ今相當額の給與を受け得ぺ
きことにして、女子の地位の向上を計つたのである。
　相當額を給與することに規定したのでは額が一定せず不明確
であるといふ憾みはないではないが、男子の何分の一とせば女
の人藪の多いとき財産の大部分が外に出る結果になるし、嗣子・
養子・養女と女子との艦承分の割合が甚だ複雑になるので各瘍
合の事情によめ適當に額を定め得るやう、叉將來思想が推移し、
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女子の権利を籏張する必要が一般に認められるやうになると共
に、その額の増加する絵地を残すことにし、そして裁到調停の
揚合に篠るべき基礎を與へるといメ趣旨から、酌量給與する規
定を設けることにし喪。その額は縫承財産の状態、子女の歎、
繊承人が實男子であるか嗣子であるか、被縫承人よ銀曾與を受
けたかどうか、その他一切の事情を樹酌して定めることにした。
家産を織承した家女が出嫁する場合も右に準じこれに相當額を
給與することにしブ～のである。或は從來情誼に基いて女子にも
財産を分典してゐるのであるから、特に規定を設け権利とまで
する必要はないといふことも考へられるが、從來各自でやつて
ゐる額が必ずしも適當ではなく、且腹違ひの兄弟が家産を縫承
した弧嗣子が家産を繊承して實女に何等の財産を與へない揚
合、女子が家産分與を請求すべき権利なく、叉法院がこれに分
與さすべき法律上の根嬢がなくては困るので、このやうな規定
を設けることにしブ～のである。
　蕊　　養子女の縫承権　　（要綱五滲照）
　養子女は縫承権を有しないことにし、繊承人は各種の事情を
考慮し相當額を給與することにしブ～。養子には嗣子と同じ意味
を以てするものと、慈善の爲にする養子との爾者があ飢法院・
審到官及協和會に調査を依頼した結果を綜合すれば、百十三の
同答の内嗣子と養子と李等の縫承椹があ蚤とするもの六十三、
否とするもの五十であつた。而して否とするものの中で二分の
第三章　要　綱　の　要　旨 1??
一とするものが十六、酌量給典すべきものとするものが十、そ
の他ば匪々である。嗣子と同一の縫承権を典へるといふ同答の
方が多いのは、結局養子は嗣子と同じ趣旨でするもの＼方が多
いことを示してゐるのであつて、本要綱では飽人の子を子とし
て養育する場合嗣親子の條件を具備するときは、親厨關係のな
い從來養子と爾して居つプ～者でも法律上は嗣子とすることにし
たから、こういふ意味の養子は今後は嗣子であつて、嗣子とし
ての繊承権を有することになる。こ㌧に掲げてゐる養子女は專
ら慈善の意味を以てし、嗣子の意味を以てしない養子を指差す
ことになるから、養子女は家産の縫承椹を有せず、縫承人は各
種の事情を考慮して相當額を給典すべきことに止めたのであ
る。
　四　妻の縫承橿　（要綱六滲照）
　蕾律及慣習では妻は家産の繊承椹なく、夫の死後子のない揚
合は嗣子を立てる迄家産を保管するに過ぎない。民國の法律は
妻には常に家産の織承権を認め、直系卑属あるときはこれと李
等の縫承椹を認め、これのないときは更に多額の織承権を認め
てゐる。本要綱では子女のないときは妻に家産の縫承権を認め
たが、家産を縫承した妻が再嫁するときはこれを持つて行くこ
とは許さず、唯法定縫承人のない揚合に限つてこれを許したの
である。子女のある揚合に妻の家産縫承権をどうするかといふ
ことについては．これ叉女子に家産繊承権を認めるか否かと同
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様非常に論議し且研究したのであつブ～が、結局本案のやうに家
産を縫承し喪者は縫承開始の當時縫承財産中よウその妻の爲に
相當額の財産を養謄費として控除することを要することにし
た。こ＼に「控除する」と言ふのは女子の織承椹の揚合の「給
與する」といふのと内容は違はないが、子が母に給與するとい
ふのは用語が妥當でないと言ふので、こういふ言葉を用ひたに
過ぎない。而して右の相當額は縫承財産の状態妻の資力及職業
その他一切の事情を掛酌して妻の相當の生計維持を標準として
定むべきことにしブ～。こうい、よ弾力的な規定を設けたのも女子
の繊承権の揚合と同一・理由によるのである。
　五　妾の縫承椹　（要綱七滲照）
　被繊承人の妾には織承樫を認めないことにして、唯被縫承人
の生前に受けた扶養の程度、被縫承人から賂典を受けた財産そ
の他一切の事情を嵩酌して相當額を給與すべきものとした。こ
れも父租の妾が生活に困るやうな揚合或程度の財産を給與せし
めるのが適當だからである。多くは妾には生前に財産を賠典し
てゐるが、贈典せずして突然死亡し生活に困窮するやうな揚合
の救濟の途を開いて置いたのである。
　六家産綴承人の縫承分　（要綱八滲照）
　（1）同一順位に在る繊承人は家産を均分することにした。日
本の長子相績制とは異◎、兄弟藪人あれば李等の割合を以て縫
承するのが慣習であうこれを縫更することは出來ないし、叉区
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本のやうに長子なるが故に負捲が多い課ではない。祀先の祭を
し、親を養ひ妹の結婚費を出すのは、兄だけの負捲ではなく兄
弟李等の負櫓であるから、特に長子に多くの縫承分を認める理
由はない。從つて慣習に從ひ均分の繊承分を認めることにし
ブ～、♪
　（2）實男子は正妻の子、妾の子叉は認知を受けた非婚生子の
遜別なく、又年齢の長幼を問はず総て手等の縫承権を認めるこ
とにしぬ。このことは既に説明したやうに（53頁滲照）、從來男系
主義を探蚤一般に何れも父の子であると考へてゐるからであ
る。又理論上も親の不徳を子に蹄することは適當でなく、差別
をつけることによつて不徳行爲を減少せしめる結果にもならな
いからである。
第三　特有財産の縫承（要綱第四滲照〉
　一　特有財産の縫承人及その照位、範園雄に縫承分（要綱＋三
　　滲照）
　特有財産の縫承順位並に織承分については既に述べたやうに
宗親の黙を考慮せず、情誼を本とし努女によわ、又は同宗親な
うや異宗親なるやにより匠別を設けのことにしブ～。從つて縫承
人の順位は、被縫承人第一子女。養女及配偶者、第二父母、第
三兄弟姉妹、第四組父母、第五その家に在る家産所有者とし
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た。認知によつて婚生子となつた子女は嫡母との問に相互に特
有財産の縫承権を認めるかどうかは可成議論があつ史。妾の子
も嫡母との問には親子の關係を生じ、嫡母が親権を行ふことに
した位であるから、妾の子に嫡母の縫承権を認めるのが安當の
やうでもある。然し斯くては妾の子は妾及嫡母の爾者から特有
財産を織承することになつて、嫡子の縫承椹との均衡を失する
ことにな弧特有財産の縫承については專ら情誼に基いて定め
ることにしたのであるから、認知によつて婚生子となつた者は
實母との問には相互に特有財産の縫承椹を認めるも、嫡母との
間には相互に特有財産の繊承権を認めず、妾は家産の繊承の場
合に準じ相當額の給與を受け得ることとした。荷特有財産の繊
承分は同一・順位に在る：者は浮等にすることにした。
第四　限定縫承及綴承の拗棄（要聯五滲照）
　一・限定縫承及縫承の拠棄　（要綱＋五第五参照）
　家産及特有財産の限定糧承については本法に規定を設けない
ことにし喪。蓋し、（イ）「父債子還」と言ひ、慣習上父の債務は
子が還すべきものとされて居り、限定糧承の慣習はない。（・）
「吃大片肉」の慣習があう、杢財産を債模者に投出せば、債椹者
はそれ以上追及しないことになつて居う、最近公布される債務
整理法にもこの黙は考慮されてゐるし、これによつて法律上も
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慣習上も公権剥奪とかその他何等の制裁を受けることもなく．
寧ろこうすることを以て道義に合メ滝のとしてゐる。（ノ・）限定
縫承を認めると法律を知つ喪づるい者のみがその利盆を得て。
親の債務の多いとき財産を子の名義にして債務を菟れる不屈の
者を保護する結果になる、（二）規定するとせば詳細な規定を設
けなければ動かず、日本の民法改正案でも特別管理として小破
産のやうな詳細な手績規定を設けることになつて居る。斯る詳
細な手績規定を親属縫承法の中に設けることは、膿裁から言つ
ても他の部分と頗る不釣合なるものとなる虞れがある。（ホ）從
來限定承認の制度がなくとも何等の不都合なく動いてゐるので
あるから、當分の問は殊更かういふ制度を設けず、將來経濟生
活が進みその必要が生じたときに始めて設けても遅くはないか
らである。
　家産縫承の拠棄は第一及第二順位の法定縫承人は爲し得ない
が、その他の縫承人は爲し得ることにし、簡輩な規定を設ける
ことにしプ～Q
　附。家竈審判既
　最後に家事審判所の設置叉は之に代るべき手績を考慮するこ
とにした。道義に墓き温情を以て審到、調停し得るやう特別の
手績を認めるのが適當であるからである。唯特別の法院を設け
るか、非訟事件の一つの部のやうなものにするか、又ど5いふ
内容にするかは研究しなければならないところであるが、これ
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は特來人事訴訟法を立案する揚合に考へることにして、こ㌧で
は軍に家事審到所の設置叉は之に代るべき手績を考慮すること
を決定して置くに止めた。
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附 録
親属縫承法要綱
　　　康徳九年（昭和十七年）二月九口 委員會決定
本法ノ名構
　本法ヲ軍行法トシ親属縫承法ト名附ケルコト
　　　　　　　　　　　親　　属　　編
　　　第一総　　　則
一　親属ノ分類
　1親属ヲ同宗親・異宗親二分ケルコト
　2親属ハ叉血親・姻親及配偶者二分ケルコト
ニ　同宗親、異宗親
　1　同宗親トハ次ノ關係アル者ヲ謂フモノトスルコト
　　（一）　男系血親ノ間
　　　　但シ婚姻、縁組ソノ他ニヨリ他ノ男系ノ家（異宗）二入ツク者
　　　　　ハソノ宗ヲ失ヒ入ツタ家ノ宗ヲ取得スル
　　（二）夫妻ノ間
　　（三）妻ト夫ノ男系血親及ソノ妻トノ間、入夫叉ハ埼嗣養子ト妻ノ男
　　　　　系血親及ソノ妻トノ間
　2異宗親トハ前項以外ノ血親及姻親ヲ謂フモノトスルコト
三　血親、姻親
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　1次ノ者ハ法定ノ血親トスルコト
　　（一）　嗣、養親子關係
　　　　嗣子又ハ養子女ト嗣親叉ハ養親及ソノ血親トノ間ニハ血親間二
　　　　於ケルト同…ノ親属關係ヲ生ズルモノトスルコト
　（二）纏親子關係
　　　　左ノ者ノ間ニハ親子間二於ケルト同一ノ親属關係ヲ生ズルモノ
　　　　トスルコト
　　　　　（イ）父ノ家二生レタ子女ト父ノ後妻ヂソノ家二在ル者トノ
　　　　　　　　間
　　　　　（・）母ノ家二生レタ子女ト母ノ後夫デソノ家二在ル者トノ
　　　　　　　　間
　　（三）　嫡母・非婚生子關係
　　　　妻ト夫ノ非婚生子ニシテ夫ノ認知シタ者トノ間ニハ母子間二於
　　　　ケルト同一ノ親屡關係ヲ生ズルモノトスルコト
　2次ノ者ハ姻親トスルコト
　　（一）血親ノ配偶者、配偶者ノ血親
　　（二）配偶者ノ血親ノ配偶者
　　（三）血親ノ配偶者ノ血親
四　親属ノ範團ト親等
　何親等マデヲ親厩トスルカハ特二規定セズ各場合ニツキ必要二鷹ジソノ
　範團ヲ規定スルコト
　　第二家
五　家族ノ範園
　1實質主義ニヨリ・届出主義ニヨラナイコト
　2生計ヲ同ジクスル者二限ルコト
　3同宗ノ者二限ルコト但シ妾ハ家族二準ズルコト
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六　家長
　1家長ノ資格
　　　　家塵所有者デアルコト
　2　家長トナル順位
　　（一）　男ハ女二先ダツ
　　（二）奪属ハ卑鵬二先ダツ
　　（三）同輩間デハ長ハ幼二先ダツ
　3家長椹ノ代行
　　（一）　（イ）家長ガ老病ソノ他ノ事情ニヨリ家務ヲ管理スルコトノ出
　　　　　　來ナイトキハ、家長ハ家長椹ノ代行者ヲ任命シ得ルヤウニ
　　　　　　シ日本ノ隠居ノ制度ハ認メナイコト
　　　　　（μ）家長ガ家長椹ノ代行者ヲ置カズ叉ハ之ヲ置クコトノ出來
　　　　　　ナイトキハ・親属會ハ法院ノ許可ヲ得テ家長椹ノ代行者ヲ
　　　　　　選任スルコトヲ得ルモノトスルコト
　　（二）家長ガ無能カデアルトキハ家長椹ノ代行者ヲ置クモノトスル費
　　　　ト
　　（三）　（イ）右（一）ノ場合二家長椹ノ代行者トナルベキ者ノ順位ハ
　　　次順位二家長トナルベキ者ヲ以テシ、次順位者ガ無能カデアルト
　　　　キハ更二次順位者ヲ以テシ、同ジ家二代行者トナルベキ者ノナイ
　　　　トキハ親属會ハ法院ノ許可ヲ得テ代行者ヲ選任シ得ルモノトスル
　　　　コト
　　　　（質）前項ニヨリ家長椹ノ代行者トナツタ者ガ老病ソノ他ノ事
　　　惰晶ヨリ家務ヲ管理スルコトノ出來ナイトキハ・法院ノ許可ヲ得
　　　　テ辞任スルコトヲ得ルモノトシ、此ノ場合家長権ノ代行者トナル
　　　　ベキ者ハ更昌前項ノ順序二從ツベキモノトスルコト
　　　　　（ハ）前項ノ揚合二家長権ノ代行者ガ鱗任セズ叉ハ欝任スルコ
80 漁洲國親屍縫承法の立法方針と要綱
　　トノ出來ナイトキハ、親驕會ハ法院ノ許可ヲ得テ更二家長椹ノ代
　　行者ヲ選任シ得ルモノトスルコト
4家長ノ椹限
　　（一）　家族ノ監督保護
　　（二）家族ノ居所指定
　　（三）家族ノ婚姻及嗣・養子縁組ノ同意
　　（四）　家族ノ離籍
　　（五）　ソノ他家政ノ主宰
　　　第三　家　　　産
　　習慣上アルガ儘ノ家産制度ヲ法制化スルコ1・
八　家産ノ構成
　1一家創立者ノ財産ハ家産トスルコト（但シニ人以上ノ者ガ共同ヂー
　　家ヲ創立シタ場合ハ家産ノ外特有財産ヲ所有スルコトヲ得ルモノトス
　　ルコト）
　　家産緩承人ガー人ノトキハソノ織承人ガ取得シク財産、縫承人ガニ人
　　以上ノトキハ纏承財産分割前二縫承人ガ共同デ取得シタ財産・共同縫
　　承人ノー人又ハソノ他ノ家族ガ取得シテ家二入レタ財産モ同様家産ト
　　スルコ1・
　1家産力特有財産力不明ノ財産ハ家産ト推定スルコト
1九　家産ノ婦属
　家産ハー家創立者・ソノ死亡後ハ維承人ノ所有二属スルモノトシ・一家
　創立者叉ハ纏承人二人以上アルトキハソノ公同共有トスルコト
十　家産ノ管理及庭分
　1家産ハ家長ガ管理庭分スルモノトスルコト
　2家産ノ庭分ニツイテハ他ノ共有者アルトキハソノ同意ヲ得ルコトヲ
七　家産制度
附録（親麗織承法要綱） 81
　　要スルモノトスルコト
十一　家ノ債務ノ鮮濟
　1　家ノタメニ生ジタ債務ハ杢家産ヲ以テ辮濟スル責二任ズルモノトス
　　ルコト
　2家族ノ日常ノ生活ノタメニ生ジタ債務・家務ノ執行ニツキ他人二加
　　ヘタ損害賠償債務モ宕二準ズルコト
　3　家産デ完濟スルコトガ出來ナイトキハ各家産共有者ハソノ特有財産
　　ヲ以テ蓮帯シテ辮濟ノ責二任ズルコトトシ・自已ノ負櫓部分ヲ超エテ
　　辮濟シタ者ハ他ノ家産共有者二到シテ求償スルコトヲ得ルモノトスル
　　コト
　　　第四　婚　　　姻
十二　婚　約
　1　婚約ニツイテ規定スルコト
　2主婚人制ヲ康止スルコト
　3婚約適齢ヲ男満十七歳、女満十五歳トスルコト
　4男女トモ満二十五歳二達シナイ者ハ父母ノ同意ヲ要スルモノトスル
　　コト
　5　婚約解除ノ原因ハ列墨セズ正當ノ事由アル場合トイフヤウナ概括規
　　定ヲ設ケルニ止メル實ト
　6婚約不履行ニヨル損害賠償ニツキ規定ヲ設ケルコト
十三婚姻ノ制限
　ユ婚姻年齢
　　（一）婚姻適齢ヲ男満十八歳、女満十六歳トスル・ト
　　（二）男女トモ満二十五歳二達シナイ者ハ父母ノ同意ヲ要スルモノト
　　　　スノレコト
　2親属結婚禁止ノ範園
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　　左ノ親属間ノ結婚ハ禁止スルコト
　　（一）　直系血親及直系姻親
　　（二）　同宗親間デ傍系血親ハ八親等マデ、傍系姻親ハ輩分異ル者ハ五
　　　　親等マヂ
　　（三）異宗親間デ傍系血親ハ輩分異ル者ハ五親等、輩分同ジ者ハニ親
　　　　等マデ、傍系姻親ハ輩分異ル者ハ三親等マデ
十四　婚姻ノ形式
　1婚姻ハ公開ノ儀式ヲ學ゲ且二人以上ノ成年者ノ立會ヲ要スルモノト
　　スル・コト
　2儀式ヲ墨ゲナイトキハ婚姻パ民籍法ニヨル屈出ニヨツテソノ敷力ヲ
　　生ズルモノトスルコト
十五　入夫婚姻
　家産ヲ縫承シタ女ハ入夫婚姻ヲ爲シ得ルヤウニスルコト
十六　婚姻ノ…般的敷力
　1妻ハ木姓二夫ノ姓ヲ冠シ入夫ハ妻ノ姓二改メルモノトスルコト
　2夫婦ハ同居シ互ヒニ協力扶助スベキモノトスルコト
　3　妻ノ行爲能力
　　（一）　妻ハ自己ノ特有財産二關スル行爲及訴訟行爲ニツイテハ夫ノ同
　　　　意ヲ要シナイモノトスルコト
　　（二）身艦ノ拘束ヲ受クベキ契約又ハ螢業ヲ爲スニツイテハ夫ノ同意
　　　　ヲ要スルモノトスルコト
十七　夫婦財産制
　1夫婦財産制ニツイテハ簡軍二規定スルニ止メルコト
　2夫婦分別財産制ヲトルコ1・
　3　夫婦ノ何レニ属スルカ分明デナイ財産ハ夫ノ財産ト推定スルコト但
　　シ妻ガ家産ノ所有者デアルトキハ妻ノ財産ト推定スルコト
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　4夫婦共同生活ノ費用ハ夫ノ負擦トスルコト但シ妻ガ家産ノ所有者デ
　　アルトキハ妻ガ負捲スルコト・尚夫婦間デ別段ノ契約ヲソタトキハ之二
　　從フコトニスルコト
　5夫婦ノー方ガ日常ノ家事二關シ第三者二甥シテ負捲シタ債務ハ夫婦
　　蓮帯シテ　濟スベキモノトスルコト
　6妻ノ特有財産ニツイテハ夫ノ管理、使用、牧釜罐ヲ當然ニハ認メナ
　　イコト
十八　離　婚
　i協議離婚ヲ認メルコト
　2協議離婚ハ書面ヲ以テシ且二人以上ノ成年ノ讃人ノ署名アルコトヲ
　　要スルモノ1・スルコト
　3書面ヲ作成シナイトキハ離婚ハ民籍法ニヨル届出ニヨツテソノ敷力
　　ヲ生ズルモノトスルコト
　4　裁判上ノ離婚原因ニツイテ日本民法改正案ト略同様ノ規定ヲ設ケル
　　コト（以下日本民法改正案ト稔スルノハ日本人事法案「親族編昭和十四
　　年七月整理、相績編昭和十五年十一月整理．1ヲ謂フ）
　5離婚シタ者ノー方ハ相手方二樹シ相當ノ生計ヲ維持スルニ足ルベ午
　　財産ノ分興又ハ相當ノ扶養料ヲ講求シ得ルヤウ規定スルコト但シ離婚
　　ガ專ラ又ハ主トシテソノ者ノ責二齢スベキ事由ニヨル揚合ヲ除クコト
　　　右ノ揚合法院ハ離婚二至ツタ原因・當事者讐方ノ資力ソノ他一切ノ
　　事情ヲ掛酌シテ財産ノ分與叉ハ扶養料ノ支彿ヲ爲サシムベキヤ否拉ニ
　　ソノ額及方法ヲ定メルモノトスルコト
十九　妾
　　妾ニツイテハ直接規定セズ・唯間接二保護スル規定ヲ設ケルコト
　　　第五親　　　子
二十　實　子
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　1嫡出子、庶子及私生子ノ別ヲ用ヒズ．婚生子ト非婚生子二分ケルコ
　　ト
　2　非婚生子ハ認知ニヨツテ婚生子ノ身分ヲ取得セシメルコト
　3　生來ノ婚生子ト認知ニヨツテ婚生子トナツ、タ者ノ地位ハ李等トシソ
　　ノ間二差別ヲ設ケナイコト
　4認知ノ手績ハ屈出主義ニヨル、但シ養育シタトキハ認知シタモノト
　　看徹スコト
ニ十一　嗣親子
　　養子ノ外二宗跳ヲ縫承スルタメノ嗣子ニツイテ規定ヲ設ケルコト
ニ十二　立嗣者ノ資格
　1男叉ハ家産ヲ縫承シタ家女デアルコト
　2成年者デアルコト
　3實男子叉ハ嗣子ノナイ者デアルコト
　4　既婚者デアルコトハ要件トシナイコト
ニ十三　嗣子ノ資格
　1　男デアルコト
　2嗣子ハ同宗親タルト異宗親タルトヲ問ハズ同宗カラ出タ血親中ヨリ
　　立テルコトヲ要スルモ、正當ノ理由アルトキハ右以外ノ親属叉ハ親属
　　關係ノナイ者ヨリモ立テ得ル趣旨デ法文ノ規定ヲ考慮スルコト
　3親属關係アル者ヲ嗣子トスルトキハ卑属デアルコトヲ要スルモノト
　　スルコト
　4嗣子ハ嗣親ヨリ年少者デアルコトヲ要スルモノトスルコト
　5猫子ハ他人ノ嗣子ト爲ルコトヲ得ナイモノトスルコト
ニ十四　死後ノ立嗣
　1被縫承人ガ遺書ヲ以テ立嗣スルコトヲ許スコト
　2立嗣者タル資格ヲ有スル者ガ死亡シタトキソノ者ノタメニ嗣子ヲ立
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テルコトヲ得ルモノトスル・ト
3（一）死亡者ノタメノ立嗣穰者及ソノ順位ハ次ノヤウニスルコト
第一配偶者・第二父、第三母、第四祀父、第五祀母、第六實女・第七
親属會、
　被織承人ノ實女二人以上アルトキハ家二在ル者ヲ先ニシ、家二在ル
者叉ハ家ニナイ者ノ間デハ年長者ヲ先ニスルコト
（二）先順位ノ立嗣椹者ガ精紳障害ソノ他ノ理由ニヨリ立嗣穫ヲ行使
スルコトノ出來ナイトキハ次順位ノ立嗣椹者ハ法院ノ許可ヲ得テ立嗣
権ヲ行使シ得ルモノトスルコト
（三）被纏承人ノ死亡ノ時實女ガ十五歳未満ノトキハ親属會ガ立嗣灌
ヲ行使スルモノトスルコト
4（一）被縫承人ノ死亡後一年ヲ経ルモ嗣子ヲ立テナイトキハ次順位ノ
縫承人ガ家産ヲ縫承スルモノトスルコト
（二）法院ハ正當ノ理由アルトキハ立嗣権者ノ申請ニヨリ立嗣権ノ行
使二付相當期間ノ猫豫ヲ許可シ得ルモノトスルコト
5死亡者ノタメノ立嗣権者ハソノ順位二從ヒ右ノ期間縫承財産ヲ管理
スベキモノトスルコト
6親風會以外ノ立嗣椹者ガ立嗣スル場合ニハ右二十三2ノ制限二從ツ
テ選定シ得ルヤウニスルコト、但シ實女ガ立嗣スルニハ親属會ノ同意
ヲ要スルモノi・スルコト
7親属會ガ立嗣スル場合ニハ死亡者ノ同宗ヨリ出タ血親（死亡者ノ養
子ヲ含ム）ノ中ヨリ親馬關係ノ遠近、同宗ナリヤ異宗ナリヤ、ソノ他
諸般ノ事情ヲ欝酌シテ選定スルコトヲ要スルモノトスルコト、但シ死
亡者ト血親關係アル女ト結婚セシメル場合又ハ死亡者ノ女培二限リ血
親關係ノナイ者ヲモ嗣子二選定シ得ルモノトスルコト
8右ノ選定ガ箸シク不當ナトキハ死亡者ノ家族又ハ利害關係アノL親属
86 満洲國親屡縫承法の立法方針と要綱
　ハ選定ノ数力ヲ生ジタ日ヨリ六月内二法院ニソノ取溝ヲ請求スルコト
　ヲ得ルモノトスルコト
ニ†ゑ　立嗣ノ手績
　1配偶者アル者ガ立嗣シ叉ハ嗣子トナルニハ配偶者ノ同意ヲ要スルモ
　ノトスルコト但シ死亡者ノタメニ立嗣スル出嫁女ハコノ限リデナイト
　スルコト
　2　立嗣ハ書面ニヨリ且二人以上ノ成年ノ讃人ノ署名アルコトヲ要スル
　モノトスルコト但シ嗣子トナス意思デ幼時ヨリ養育シタトキ叉ハ死亡
　者ノタメノ立嗣或ハ遺言ニヨル立嗣二基キ子トナツテソノ家二入ツタ
　トキハ書面ヲ作成シナイ揚合二於テモソノ敷力ヲ認メル・幼時ヨリ養
　育シテ子トナシタ揚合嗣親子ノ資格ヲ具備スルトキハ嗣子ト爲ス意思
　デ養育シタモノト推定スルコト
　3右ノ外立嗣ハ民籍法ニヨル屈出ニヨツテモソノ敷カヲ生ズルモノト
　スルコト
ニ十六　嗣親子關係ノ解沿
　1協議離縁ヲ認メルコト協議離縁ハ書面ヲ以テシ且二人以上ノ成年ノ
　詮人ノ署名ヲ要スルモノトスルコト
　2書面ヲ作成シナイトキハ離縁ハ民籍法ニヨル届出ニヨツテソノ敷カ
　ヲ生ズルモノトスルコト
　3離縁原因ニツイテハ大髄日本民法改正案奏同様ノ規定ヲ設ケルコト
　4離縁シタ者ノー方ガ離縁ニヨツテ生活困難二陥ルベキトキハ相手方
　二翼シ相當ノ金額ノ給與ヲ請求スルコトヲ得ルモノトスルコト但シ離
　縁ガ專ラ又ハ主トシテソノ者ノ責二蹄スベキ事由ニヨル揚合ヲ除クコ
　　ト
　　右ノ揚合法院ハ離縁二至ツタ原因・當事者讐方ノ資力ソノ他一切ノ
　事情ヲ掛酌シテ給與ヲ爲サシムベキカ否拉二給與ノ額及方法ヲ定メル
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　　モノトスルコト
ニ十七　養親子
　1養親ノ資格
　　成年者デアルコト
　　右ノ要件ノ外ハ制限ヲ設ケズ女モ養子ヲナスコトヲ得ノレモノトスルコ
　　ト
　2養子女ノ資格
　　（一）親属關係アル者ヲ養子女トスルトキハ卑薦ヂアルコトヲ要スル
　　　モノトスルコト
　　（二）養子女ハ養親ヨリ年少者デアルコトヲ要スルモノトスルコト
　　（三ラ　右ノ外ハ制限ノ規定ヲ設ケナイコト
　3牧養手績
　　（一）配偶者アル者が養子女ヲ爲シ又ハ養子女トナルニハ配偶者ノ同
　　　意ヲ要スルモノトスルコト
　　〈二）牧養ハ書面ニヨリ且二人以上ノ成年ノ誰人ノ署名アルコトヲ要
　　　　スルモノトスルコト・但シ養子女ト爲ス意思ヲ以テ幼時ヨリ養育
　　　　シタトキハ此ノ限リデナイトスルコト、幼時ヨリ養育シテ子女牽
　　　爲シタ者ニシテ嗣子トナラナイ者ハ養子女トスルコト
　　（三）右以外ノ場合二於テハ牧養ハ民籍法ニヨル届出ニヨツテモソノ
　　　敷力ヲ生ズルモノトスルコト
　4養親子關係ノ解浩ニツイテハ嗣親子關係ノ解消ト同様ニスルコト
ニ十八　婿嗣子及培養子
　婿嗣子叉ハ埼養子ノ名構ハ特二法文二用ヒナイガ左ノ揚合ヲ認メルコ斎
　1女培ヲ嗣子叉ハ養子トスルコト
　2　嗣子又ハ養子ヲ家女ト婚姻セシメルコト
　3　家女ト婚姻セシメルト同時二嗣子叉ハ養子ニスルコト
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二十九　親　椹
　1子女ヲ監護教育スベキ肚會的義務本位二規定スルコト
　2親灌ノ内容ハ日本民法改正案二準ジテ規定ヲ設ケルコト
　3　猫立ノ生計ヲ立テル能力者デナイ子女ハソノ家二在ル父母ノ親権二
　　服シ親権ハ父ガ行フモノトスルコト
　4實父母ト嗣養父母トアルトキハ嗣養子ハ嗣養父母ノ親椹二服スルモ
　　ノトスルコト
　5庶子ハ嫡母ト生母ノ親権二服シ嫡母ガ親権ヲ行フモノトスルコト但
　　シ嫡母ノ親権行使ガ著シク不當ナトキハ法院二矯正ヲ求メ得ルヤゥニ
　　スルコト
　　　第六　監　　　護
三十　被監護人
　未成年者禁治産者及準禁治産者ニツキ監護二付スルヤウ規定スルコト
三十一　監護人及監護監督人
　1監護監督人ノ制度ヲ認メルコト
　2監護人及監護監督人ニツイテハ日本民法改正案ヲ参照シテ規定スル
　　コト
　　　第ぐ扶　　　養
三十二　扶養椹利義務者
　1次ノ親属ハ互二扶養ノ義務ヲ認メルコト
　　（一）　直系血親間
　　（二）夫婦ノー方ガ他ノー方ノ直系血親ト生計ヲ同ジクスノL場合ソノ
　　　　相互間
　　（三）　兄弟姉妹間
　　（四）家長家族間
　　（五）家族間
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　2法院ガ特別ノ事情アリト認メルトキハ右以外ノ親属間ニモ扶養ヲナ
　　スコトヲ命ズルコトヲ得ルモノトスルコト
三十三　扶養ノ順序
　1扶養ヲ爲スベキ者又ハ扶養ヲ受クベキ者二人以上アル揚合二於ケル
　　扶養ノ順序ニツイテハ原則トシテ當事者間ノ協議二委セ・法文二煩維
　　ナ規定ハ設ケナイコト
　　　協議調ハナイトキ始メテ法院ガ親属關係ノ親疎、尊卑、男女ノ別・
　　同一ノ家二在ルヤ否及資力ソノ他一切ノ事情ヲ掛酌シテ扶養ノ順序ヲ
　　定メルモノトスルコト
三十四　扶養ノ程度及方法
　扶養ノ程度及方法ニツイテモ扶養ノ順序ノ場合ト同様ノ趣旨デ規定スル
　コト
　　第八　親属　會
三十五　親属會
　親属會ニツイテハ大髄日本民法改正案二準ジテ規定スルコト
縫 承 編
　　　第一宗跳縫　承
一…　宗眺縫承
　宗眺縫承ニツイテハ多クヲ慣習及道徳二委セ詳細ナ規定ハ設ケズ祀先奪
　崇ノ精帥ヲ漏養スルタメニ組先ノ祭祀ニツイテ道徳的ナ規定ヲ考慮シ且
　宗眺縫承ノ精沸ヲ立嗣ノ制度二取入レテ簡軍二規定スルニ止メル潔ト
　　　第二　家産縫　承
二　家産ノ縫承開始原因
　歪家産所有者ノ死亡
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2（一）　家産ヲ纏承シタ實女ガ入夫婚姻シタ場合二、死亡者ノタメノ立
　　　嗣椹者及婚姻ノ當事者ガ、入夫ヲ死亡者ノ嗣子トスル旨ノ意思表
　　　示ヲシタトキ
　　　　此ノ揚合實女ハ家産ノー部ヲ留保シテ特有財産ト爲スコトヲ得
　　　ルモノトスルコト
　（二）入夫ヲ嗣子トスル旨ノ意思表示ノナイトキハ入夫婚姻ニヨリ家
　　　産纏添ハ開始シナイモノトスルコト
3（一）　家産ヲ縫承シタ嗣子ノ縁組ノ取浩叉ハ離縁
　（二）家産ヲ縫承シタ入夫ノ入夫婚姻ノ取沿叉ハ離婚
4（一）家産所有者ガ家ヲ去ルトキ
　但シ左ノ場合ヲ除クコト
　　　（イ）出嫁スル實女、及入夫トナツテ出ル者ニシテ嗣子トナラナ
　　　　イ男子ニツイテハ後二三二掲グル第八ヨリ先順位ノ縫承人ノ
　　　　　ナイトキ
　　　（ロ）家産所有者タル男子ガ右（イ）以外ノ原因デ家ヲ去ル揚合ハ
　　　　　ソノ家二法定ノ縫承人ノナイトキ
　　　（ハ）　ソノ他ノ者ニツイテハ法定ノ縫承人ノナイトキ
　（二）右3（一）及4（一）ノ事由ニヨツテ家産ノ纏i承ヲ開始スベキ揚・
　　　合ニハ右事由ニヨツテ家ヲ去ツタ者ノ被縫承人ノ家産縫承人タル
　　　ベキ者ガ右家産ヲ縫承スルモノトスルコト
　　　右3（二）ノ事由ニヨツテ家産ノ纏承ヲ開始スベキ場合ニハ入
　　　夫ノ妻ガ家産ヲ緩承スルモノトスルコト
　（三）妻叉ハ家女ノミガ家産ノ所有者デアルトキハ不動産又ハ重要ナ
　　　動産ノ庭分ニハ親属會ノ同意ヲ要スルモノトスルコト
　（四）家産ヲ纏承シタ妻叉ハ實女ガ立嗣セズシテ復籍・再婚又ハ出嫁
　　　シ之ガタメ絶家トナル場合ニハ、同宗ノ直系尊鵬、之ノナイトキ
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　　　ハ親属會ノ同意ヲ得ルコトヲ要スルモノトスルコト
三　家産縫承人ノ範園及順位
　1被縫承人ノ左ノ親属ハ左ノ順位ニヨツテ家産縫承人トナルモノトス
　　ルコト
???????????????
第九
第十
第十一
2右1ノ適用ニツイテハ
（一）嗣親子關係ハ實親子關係ト同一ニスルコト
（二）嗣子トナル入夫ハー般ノ嗣子ト同一ニスルコト
（三）（イ）婚姻又ハ縁組等ニヨリ他家二入ツタ者トソノ實家ノ父母ソ
　　　ノ他ノ親屡トノ聞ニハ相互二畿承椹ヲ認メナイコト・但シ右第
　　　八順位二在ル者ガ纏承スル揚合ヲ除クコト
　　（ロ）子女ト分家以外ノ原因ニョリソノ家ヲ去ツタ實母叉ハ實父
　　　ソノ他ノ親属トノ間ニハ相互二縫承椹ヲ認メナイコト
　　（ハ）認知ニヨツテ婚生子トナツタ子女ガ家産斯有者タル揚合之
　　　錨ツイテ家産維承ガ開始シタトキハ嫡母ハ度母二先ズルモノト
實男子
未出嫁ノ實女
配偶者
父
母
組父
祀母
出嫁シタ實女、入夫トナツテ出タ者ニシテ嗣子トナラナイ實男
子
兄弟
未出嫁ノ姉妹
　ソノ家二在ル他ノ家産厨有
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　　　スルコト
　（四》第四乃至第七及第九乃至第十一順位ノ纏承人ハ妻ガ被縫承人デ
　　アルトキハ夫ノ親属ニツイテ適用シ、入夫又ハ培嗣、養子ガ被縫
　　承人デアルトキハ妻ノ親属ニツイテ適用スルコト
　3代襲縫承
　第一順位又ハ第二順位ノ維承人ガ縫承開始前二死亡シ又ハソノ縫承権
　ヲ失ツタ場合ニソノ者二直系卑属3ζハ配偶者アルトキハ・右二掲グル
　順序二從ヒ之二代ツテ縫承スルモノトスルコト
四　實女ノ縫承椹
　1先順位ノ縫承人アルタメ被縫承人ノ實女ガ家産ヲ縫承シナイ揚合ニ
　ハ、家産ヲ縫承シタ者ハ縫承開始ノ當時、縫承財産中ヨリ之二相當額
　ヲ給與スノレコトヲ要スルモノトスルユト
　2右ノ相當額ハ縫承財産ノ状態、子女ノ数、縫承人ガ實男子デアルカ
　嗣子デアルカ、被縫承人ヨリ贈與ヲ受ケタカドウカ、ソノ他一切ノ事
　情ヲ掛酌シテ定メルコト
　3右ニノ4（一）ニヨツテ實女ガ出嫁スル揚合二於テモ右二準ジテ之二
　相當額ヲ糸含與スノレコト
五　養子女ノ縫承椹
養子女ハ縫承灌ヲ有シナイモノトシ、縫承人ハ各種ノ事情ヲ考慮シテ相
當額ヲ給與スベキモノトスルコト
六妻ノ縫承椹
　1先順位ノ縫承人アルタメ、被縫承人ノ妻ガ家産ヲ縫承シナイ揚合ニ
　ハ、家産ヲ縫承シタ者ハ縫承開始ノ當時縫承財産中ヨリソノ妻ノタメ
　ニ相當額ノ財産ヲ養謄費トシテ控除スルコトヲ要スルモノトスルコト
　2右ノ相當額ハ縫承財産ノ欣態・妻ノ資力及職業ソノ他一切ノ事情ヲ
　斜酌シテ妻ノ相當ノ生計維持ヲ標準トシテ定ムベキモノトスルコト
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七　妾ノ繊承樒
被縫承人ノ妾ニハ纏承椹ヲ認メナイコト、但シ被縫承人ノ生前二受ケタ
扶養ノ程度・被縫承人カラ贈與ヲ受ケタ財産ソノ他一切ノ事情ヲ斜酌シ
テ相當額ヲ給與スベキモノトスルコト
八　家産縫承入ノ縫承分
　1同一順位二在ル縫承人ハ家産ヲ均分スルモノトスルコト
　2實男子ハ正妻ノ子、妾ノ子又ハ認知ヲ受ケタ非婚生子ノ匿別ナグ叉
　年齢ノ長幼ヲ問ハズ総テ李等ノ纒承分ヲ有スルモノトスルコト
　3　共同縫承人中被緩承入ヨリ遺贈ヲ受ケ叉ハ結婚、分家ノタメ若ハ生
　計ノ資本トシテ贈與ヲ受ケタ者ガアルトキハ、特別ノ意思表示ノナイ
　限り被縫承人ガ縫承開始ノ時二有シク財産ノ贋格ニソノ贈與ノ憤額ヲ
　加ヘタモノヲ縫承財産ト看徹シ・ソノ緩承分ノ中ヨリ右ノ遺贈又ハ贈
　與ノ憤額ヲ控除シ、ソノ残額ヲ以テソノ者ノ縫承分トスルコト　（日本
　民法改正案）
九　家産縫承人ノ鉄格腰除及ソノ同復、取滑
　1左ノ事由アルトキハ縫承人タル資格ヲ失フモノトスルコト
　（一）故意二被縫承人又ハ縫承人トナルベキ者ヲ死二致シ叉ハ死二致
　　サウトシタ爲刑ノ宣告ヲ受ケタトキ
　（二）詐欺3ζハ脅迫ニヨッテ被縫承人ヲシテ維承二關スル遺言ヲ爲サ
　　シメ叉ハ之ヲ取沿若ハ鍵更セシメタトキ
　（三）詐欺叉ハ脅迫ニヨツテ被縫承人ガ緩承二關スル遺言ヲ爲スコト
　　ヲ妨害シ叉ハ其ノ取漕若ハ鍵更ヲ妨害シタトキ
　（四）被縫承人ノ縫承二關スル遺言書ヲ傭造超攣造、隠匿叉ハ煙滅シ
　　タトキ
2　左ノ事由アルトキハ被織承人ハソノ法定ノ繊承人ノ塵除ヲ法院二請
　求スルコトヲ得ルモノトスルコト
9藍 満洲國親麗維承法の立法方針と要綱
　　（一）被縫承人ガ緩承人カラ著シク不當ナ待遇ヲ受ケタトキ
　　（二）縫承人二家名ヲ漬スベキ著シイ不行跡ガアツタトキ
　　（三）縫承人ガ浪費者トシテ準禁治産ノ宣告ヲ受ケ改俊ノ望ノナイト
　　　　キ
　3縫承人ノ費格ヲ失ツク者ノ同復及縫承人タルコトヲ康除セラレタ者
　　ノ取溝ヲ爲シ得ルヤウ規定ヲ設ケルコト
十　家産縫承ノ敷力
　二入以上ノ縫承人ガ共同シテ家産ヲ縫承シタ場合ニハ家産二属スル債務
　ハ蓮帯シテ辮濟スル責ヲ負フベキモノトスルコト
　　第三　家及家産分割
十一　分家及家産分割ノ制限
　1被縫承人ハ遺言ヲ以テ縫承開始ノ時カラ十年ヲ超エナイ期間内家産
　　ノ分割ヲ禁止スルコトヲ得ルモノトルスコト、但シ縫承人ハ正當ノ事
　　由アルトキハ法院ノ許可ヲ得テ右期間内デモ家産ヲ分割スルコトヲ得
　　ルモノトスルコト
　2（一）直系奪属ノ生存中分家スルニハソノ同意ヲ要スルモノトスルコ
　　ト
　　（二）家産ヲ縫承シク實女叉ハ妻ガ分家ヲスルニハ右ノ外家長ノ同意
　　　　ヲ要スルモノトスルコト
　3墳墓、祠堂、祭具其ノ他之二類スルモノハ分割シ得ナイモノトスル
　　コ1・
十二家産分割ノ手績、敷カソノ他
　1家産分割ニハ書面ヲ作成シ且二人以上ノ威年ノ謹人ガ立會ヒ之二署
　　名スルコトヲ要スルモノトスルコト
　2家産分割ハ分割ノ時カラ敷カヲ襲生スルモノトシ遡及敷ヲ認メナイ
　　コト
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　3　家産分割ニツイテハ右ノ外ハ大艦援用民法ノ遺産分割二關スル規定
　　ノ趣旨二從ヒ規定ヲ設ケルコト
　　第四　特有財産ノ織承
十三　特有財産纏承ノ範園及順位拉二縫承分
　1特有財産縫承人ノ範園及順位拉二縫承分ニツイテハ宗就ノ黙ヲ考慮
　　セズ男女ニョリ叉ハ同宗親ナリヤ異宗親ナリヤニョリ匠別ヲ設ケナイ
　　コト
　2被縫承人ノ左ノ親馬ハ左ノ順位ニヨツテ特有財産縫承人トナルモノ
　　トスルコト
?????????子女、嗣子、養子女及配偶者
父母
兄弟姉妹
租父母
ソノ家二在ル家産所有者
第一順位二掲ゲタ子女・嗣子・養子女及配偶者ニツイテハソノ者ノ直
系卑属叉ハ配偶者ノタメ轟代襲縫承ヲ認メル調ト
3縫父母ト織子女、嗣父母ト嗣子・養父母ト養子女ハ實親子ト同様相
五二特有財産ノ縫承権ヲ認メルコト
4嗣子叉ハ養子女ト實家ノ父母ソノ他ノ親属トノ問ニハ相互二特有財
産ノ纏承椹ヲ認メナイコト
　子女ト分家以外ノ原因ニヨリソノ家ヲ去ツタ實母叉ハ實父ソノ他ノ
親薦トノ間モ亦同様ニスルコト
5認知ニヨツテ婚生子トナツタ子女ハ實母トノ聞二相互ノ特有財産ノ
縫承権ヲ認メルモ嫡母トノ間ニハ相互二特有財産ノ繊承椹ヲ認メナイ
駆ト
6妾ノ縫承灌昌ツイテハ家産縫承二準ジ相當額ヲ給與スルモノトスル
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　　コト
　7特有財産ノ縫承分ハ同一順位ノ者ハ早等トスルコ｝
十四　特有財産縫承人ノ欲格及康除
　　特有財産縫承人ノ訣格及ソノ資格同復塾塵除及ソノ取漕ハ家産縫承人
　ノ場合ト同一ニシ共通二規定スルコト
　　　第五　限定縫承及縫承ノ拠棄
十五　限定纏承及縫承ノ拠棄
　1家産及特有財産ノ限定縫承二付テパ本法二規定ヲ設ケナイゴト
　2家産ノ第一及第二順位ノ法定縫承人ハ家産畿承ヲ拡棄シ得ナイモノ
　　トスルコト
　　　ソノ他ノ縫承人ノ繊承ノ勉棄二付テハ簡輩ナ規定ヲ設ケルコト
　　　第六　縫承人ノ暖訣
十六　綴承人ノ瞳訣
　1縫承開始原因獲生ノ當時家産ノ縫承ニツイテハ法定ノ縫承人及遺冒
　　ニヨル嗣子無ク、特有財産ノ纏承ニツイテハ法定ノ縫承人ノナイ揚合㌔
　　叉ハ此等ノ者ガ家産叉ハ特有財産ノ緩承ヲ勉棄シ、或ハ此等ノ者ノ有
　　無不明ノ場合ヲ纏承人ノ瞳訣トシテ、法院ハ利害關係人ノ申請ニョリ
　　叉ハ職椹ヲ以テ纏承財産ノ管理人ヲ選任スベキモノトスルコト
　2家産縫承人ノナイコトガ明白ナ揚合ハ親属會ハー年内二立嗣スルコ
　　トヲ要シ右期間内二立嗣シナイトキハ直チニ清算手績二移ルモノトス
　　ルコト
　　　特有財産縫承人ノナイコトガ明白ナ揚合ハ直チあ清算手績二移ルモ
　　ノトスルコト
　3　家産叉ハ特有財産縫承人ノ有無不明ノトキハ公示催告手績ニヨリ縫
　　承人ノ捜索ヲ爲シソノ手績完了後伍縫承人分明ナルニ至ラナイトキハ
　　清算手績二移ルモノトスルコト・但シ家産縫承ノ揚合ハ公示催告手績
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　　完了後二月内二親驕會ガ立嗣シナイトキニ限リ清算手績二移ルモノト
　　スノレコト
　4財産管理人ハ縫承債整ノ辮濟ソノ他清算手績ヲ絡了シタ後伽綴承人
　　アルコトガ分明デナイトキハ、本法ノ規定ニョリ被緩承人ノ家産叉ハ
　　特有財産中ヨリ相當額ヲ給與スベキ者二甥シテ幾飴財産ノー部叉ハ全
　　部ヲ給與スルコトヲ要シ、ソノ額ハ法院ノ許可ヲ得テ定ムベキモノト
　　スルコト
　　財産管理人ハ法院ノ許可ヲ得テ被縫承人ノ扶助ニヨツテ生計ヲ維持
　　シタ者、ソノ他被縫承人若ハソノ家ト特別ノ縁故アツタ者、叉ハ肚寺
　　ソノ他公釜ヲ目的トスル施設二翼シテ右ノ残鯨財産中ヨリ相當額ヲ贈
　　與スルコトヲ得ルモノトスルユト
　　右ニヨツテ庭分セラレナイ獲鯨財産ハ國庫二蠕属スルモノトスルコ
　　ト（日本民法改正案）
　5以上ノ外ハ援用民法ノ繊承人ノ瞳訣二關スル規定ヲ参照シテ簡輩二
　規定ヲ設ケルコト
　　第七　逡　　　言
十七　遺言
　1遺言ニツイテハ大謄援用民法二準擦シ術日本民法改正案ヲ参照シテ
　規定スルコト
　2遺言ノ詮人タルベキ者ノ資格ヲ制限スルモ、之等ノ資椿アル者ガ立
　會フコトノ出來ナイ場合ノ救濟ノタメ、無資格者ガ遺言ノ詮人トナツ
　　タ揚合モ法院ガ遺言ノ眞正ナコトヲ認メルトキハ利害關係人ノ講求ニ
　　ヨツテ遺言ヲ有敷トスルコトガ出來ルヤウ規定スルコ1・（日本民法改正
　案）
　3　遺言ガ甚シク不當デ遺冒者ノ本意二出タモノト認メ難イ顯著ナ事由
　　ガアルトキハ、法院ハ利害關係人ノ請求ニヨツテ遺言ノ全部又ハー部
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　　ヲ無敷トスルコトガ出來ルヤウ規定スルコト（日本民法改箆案）
　　　第八特　留分
十八　特　留　分
　1特留分ニツイテハー章ヲ設ケテ遺言ノ次二規定スルコト
　2家産ノ第一及第二順位ノ縫承人ハ特留分トシテ被縫承人ノ家産ノ三
　　分ノニヲ受ケ其ノ他ノ纏承人ハ家産ノニ分ノーヲ受ケルモノトスルコ
　　ト
　3特有財産ノ第一順位ノ緩承人ハ特留分トシテ被縫承人ノ特有財産ノ
　　三分ノニヲ受ケ・其ノ他ノ縫承人ハ特有財産ノニ分ノーヲ受ケルモノ
　　トスルコト
　4特留分ハ被縫承人ガ縫承開始ノ時二於テ有シタ財産ノ憤格二當事者
　　讐方ガ特留分椹利者二損害ヲ加ヘルコトヲ知ツテ贈與シタ財産ノ債格
　　ヲ加へ・其ノ中カラ債務ノ全額ヲ控除シテ算定幻レコト・纏承開始前
　　一年内二爲シタ贈與ハ當事者髪方ガ特留分椹利者二損害ヲ加ヘルコト
　　ヲ知ツテ爲シ、タモノト推定スルコト（日本民法改正案）
　5特留分ヲ保全スルニ必要ナ限度デ縫承分ノ指定、遺贈、右4ノ贈與
　　及之ト同一覗スベキ生前庭分二甥シテモ滅殺ノ請求ヲ爲シ得ルヤウニ
　　スルコト　（日本民法改正案）
　6以上ノ外特留分ニツイテハ日本民法改正案ヲ参照シテ規定ヲ設ケル
　　コト
　　　家　事審　判　所
　家事審判所ノ設置叉ハ之二代ハルベキ手績ヲ考慮スルコト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（了）
